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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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会議録署名議員には、１番、平澤惣一郎議員、１１番、笠原幸江議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

きのうに引き続き、通告順に発言を許します。 

中村 実議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 〔１３番 中村 実君登壇〕 

○１３番（中村 実君） 

おはようございます。 

創生クラブの中村 実であります。 

局地的豪雨災害について、１回目の質問を行います。 

１、局地的豪雨災害について。 

局地的な集中豪雨により、各地域で大規模な災害が発生し、糸魚川市においても多くの地すべり

等が発生してしまいました。 

能生地域においては、７月の豪雨で能生川の護岸が決壊し避難勧告が発令され、関係住民が避難

をいたしましたが、ぎりぎりのところで、氾濫することもなく避難解除となりましたが、その後の

反省点もあったように伺っています。 

今後、行政としてどのように反省点を生かしていくのか伺います。 

(1) 糸魚川市としての局地的集中豪雨対策はあったのか。 

(2) 避難対象地域の住民からどのような意見が多くあったのか。また、行政としての反省点は

何があったのか。 

(3) 防災行政無線の活用について。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

中村議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、地域防災計画に基づき対応を図っております。 

２点目につきましては、市民から、避難勧告の区域がわかりづらい、避難所での被災箇所の状況

がわからず不安だったなどのご意見をいただいております。 

また、市といたしましても、避難勧告の区域をお知らせする広報や、避難所での情報提供等につ

いて、今後、改善をしてまいりますが、今回の避難勧告の発令については、適時適正だったと考え
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ております。 

３点目につきましては、豪雨時等、屋外スピーカーの音声が聞こえにくいことがあることから、

戸別受信機の普及を促進してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

２回目の質問に入らせていただきますが、前回の田中議員の質問と、少しダブるところがありま

すが、改めて伺います。 

まず、豪雨災害についてですが、最近、全国各地で多くの豪雨災害が発生しております。特に、

中国・四国・九州方面に多く発生しているように思いますが、ここ数年、糸魚川地域でも集中豪雨

による災害が発生しております。 

最近では、集中豪雨の原因となる積乱雲の発生情報を早目に周知し、市民に知らせ、早期避難を

促していますが、糸魚川市の気象は、どのように予想しているのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

当市では、気象庁のホームページの情報に注視をしておりますし、また、新潟気象台と相互に情

報連絡を図って対応をしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

最近では、大変狭い区域での集中豪雨が多くあります。地域を絞るのは大変に難しいとは思うん

ですが、今ほどの気象庁、また県の予報でピンポイントの予想を出せるのかどうか、それを伺いた

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

気象庁の予報としては、糸魚川市のピンポイント予報は出していないというふうに承知をしてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

ピンポイントで出してないということは、糸魚川市としても、ピンポイントの情報は出せないと

いうことでよろしいですよね。 

最近の雨は、どうしても局地的に降る。やはり、ピンポイントの情報を得ないと、早期の対応は

とれないと、私は思っているんですが、例えば冬の高速道路では、トンネル１つ越えると天気が全

然違うということで、除雪作業等に使うために、民間の気象情報を活用して、ピンポイント情報を

出してるんですが、糸魚川市としても、ピンポイントがなければ民間の気象情報を入手して、ピン

ポイント情報を出す必要があるというふうに、私は思っております。今まで、ある程度の知識を持

った職員が気象を判断して予報を出しているのか、誰が管理しているのか、ちょっと伺いたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

民間の予報気象会社と契約をすれば、情報を得るということは可能であるというふうに思います

けれども、現在、気象庁の予報や見解と、内容がどのように違うのかというようなことも含めまし

て、その情報をちょっと持ち合わせていないというのが現状でございます。 

また、気象情報等の判断についてというご質問かと思いますけれども、気象に精通した職員はお

りませんけれども、専門機関や県が開催する研修等に参加するなど、適切な判断ができるようにス

キルアップに努めているところであります。 

また、情報管理・指示等につきましては、消防防災課が、情報を収集・管理をしておりまして、

危機管理監から指示を出しております。そして、市長へ報告をする中で、災害対策本部等の設置、

避難勧告等の発令等につなげているものであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

やはり、この前の７月１日の災害はどうだったかわからないんですが、糸魚川市全体の様子をち

ょっと把握していないんですが、どうも糸魚川で、能生でたくさん降ったような、やはりピンポイ

ントな、能生地域が大雨が降るとか豪雨になるとかって、そういうピンポイントな情報が、やっぱ

りこれから必要なってくると思うんですね。ここのところ、最近の気象を見ると、そういうところ

が非常に多いということで、逆に言うと、漁師の予報のほうがずっと、気象庁よりは当たるという

のは、私そう思っております。 

先ほど、市長答弁では、避難勧告の周知と、避難所での情報不足に不備があったというような答

弁があったんですが、その不備というのはどのような内容なのか伺いたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

避難勧告の周知につきましては、防災行政無線・安心メールなどにより行いまして、周知のタイ

ミングにつきましては、情報の受信、それから現場の確認等を経た中で、適切であったというふう

に考えております。 

避難勧告の区域の周知につきましては、確かに住民の皆さんからご意見をいただいておりますよ

うに、集落単位・行政区単位での周知をすべきであったと考えております。今後の災害に備え、早

急に整理をしてまいります。 

避難所につきましては、市民課長より答弁を申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田市民課長。 〔市民課長 池田正吾君登壇〕 

○市民課長（池田正吾君） 

お答えいたします。 

避難所の運営につきましては、主に市民課が担当をしておりまして、今回、避難所では、やはり

避難者の方が不安だということが多くありましたけれども、避難現場の状況、あるいは今後の見通

しを説明をしてほしいといった意見が多く出されました。 

説明につきましては、若干、やはり遅くなりまして、午後７時ごろとなったという点が、やはり

反省点だというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

私も、当日、能生小学校等に行ってきましたが、ほとんど情報が入ってこないということで、大

変不安なひとときを過ごしていたというのが実際であります。 

私が今、聞きたいのは、今ほど言った避難勧告、今回の場合、能生地区と西能生地区が対象であ

りましたが、西能生地区は能生川を挟んで両側に西能生地区としてあるわけですよね。能生川の左

岸側にある旭新町の人たちも、５３人が能生小学校へ避難している。それも、濁流の中の、その濁

流の能生川を渡って避難したということで、渡るときに大変恐ろしい思いをしたというような話も

聞いております 

今回の場合は、西能生地区というくくりでありますが、旭新町は桂、鶉石方面は避難対象になっ

てたのかどうか。もしなってたとしたら、能生小学校ではなくて青年の館に避難するべきだと思う

んですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 
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○消防長（大滝正史君） 

当初、大きなくくりという形で、西能生地区と周知をいたしたところでありますが、実際の状況

として、西能生地区では大王地区のみが危険が及ぶ可能性がある区域として、避難勧告を出したこ

とから、能生川右岸という形で修正をしたものであります。旭新町や桂、鶉石などが避難区域とな

った場合には、被災規模と状況にもよると思いますけれども、議員おっしゃるとおり、青年の館も

有効な避難所として検討されると考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

今回の場合は、右岸のほうが決壊するということで、左岸の人たちが能生川を、濁流の能生川を

渡って災害が起きるほうへ行くっていうこと自体が、大変危険な状態なんですよね。やはり、その

辺は西能生とか能生っていうことじゃなくて、行政区で放送をする。行政区であると、いっぱいあ

りますけど、やはり、いかに自分の地域が危ないかという周知するんなら、やっぱり行政区で放送

してもらわないと、地元の人もわからなかったんではないかなというふうに思っております。 

当時の状況を見ますと、１日の朝より大変激しい雨が降り出して、１０時４０分に能生川脇の県

道ボックスと、１０時５７分に町なかを流れている笹良川が冠水しました。１１時１６分に大雨洪

水警報が発令されましたが、当時、朝から職員が情報収集してたと思うんですが、なぜ早朝からの

雨にもかかわらず、対策本部は１６時になったのか、その辺を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

各河川の雨量、それから水位や土砂災害警戒情報等を確認する中で、気象警報や土砂災害の前ぶ

れ注意情報も市内の一部に出されておりましたが、気象状況が徐々に回復傾向にあったということ

から、状況を注視していたところでございます。 

そのような中で、能生川の大王地内の堤防が急激に崩壊し始めたという通報を受けまして、甚大

な局地的被害が発生するおそれがあるものと判断をいたしまして、直ちに災害対策本部を設置し、

勧告を発令したというものでありまして、市長答弁にもありましたとおり、適時適正な処置であっ

たというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

市内の一部っていうことで、やはり能生に集中豪雨、集中して雨が降ったというふうに思うんで

すが、今、適時適正な処置だということでありましたが、これも結果論になると思いますが、時間

を追って整理してみますとわかるんですが、今ほど言いましたように、能生地域は１０ミリを超す

大雨が朝から降っていたと。１０時現在の能生地域の１時間の雨量が２４ミリ。１０時４０分過ぎ
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に県道のボックスと笹良川が冠水し、１１時には３４ミリの雨量が観測されております。この時点

で、笹良川周辺住民に生涯学習センターに自主避難が促され、数名が避難をしたというふうに、私、

聞いておるんです。そして１１時１６分、大雨洪水警報が発令され、１１時２４分、土砂災害前ぶ

れ情報があったということです。そして１１時３０分に、能生インターが閉鎖されたと。 

私は、この時点で対策本部を設置する判断を下すべきだったんではないのかなというふうに思う

んですが、それはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員のほうからもお話がありましたとおり、消防や庁内関係課で、朝から警戒・巡視の活動を実

施していたことや、市内では１０時から１１時の時間雨量が３０ミリを超えた地点がありました。

対策本部設置の基準に達していなかったことから、今回、まだその段階ではないという判断をした

ものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

先ほど話がありました適時適正な処置。それは、私は笹良川に、周辺の地域に避難命令、避難が

促されたという時点で、既にもうそこに達してるというふうに、私は思ってるんですよ。そして、

１２時になりますと能生地域の雨量は２６.５ミリ、１３時では２５.５ミリ、そして１３時３０分、

１時半に筒石１区の中郷で地すべりが発生しております。その５分後の１３時３５分、能生地内で

土砂崩壊が発生したにもかかわらず、まだ、対策本部が設置されておりません。そして、やっと

１６時、今、言ったみたいに１６時に対策本部が設置され、その直後に避難勧告が発令されました

が、この、私、時系列を見ていくとよわかるんですよね。これは地域防災計画に沿った対応なのか

という、大変、適時適正にされたということで、もう一度お伺いしますが、本当にこれ、適時適正

だったっていうふうに言えるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

結果として、対策本部をもっと早く設置すべきとのご指摘でありますけれども、今後も、被害の

状況や雨量の状況等を把握する中で、対策本部等の設置に努めていきたいというふうに考えており

ます。 

それから、避難勧告の発令につきましては、水防団待機水位を少し超えた時点、これは、避難準

備情報を出す少し前の状態、その基準にも達していないという状況において、急に決壊のおそれが

出たわけでありまして、その後、避難勧告を発令したということで、対応としては適正であったと

いうふうに捉えております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

能生川の水位を見て判断されたということだと思うんですが、実際に、小さい笹良川等がもう氾

濫していたわけですよね。だから、その辺である程度の準備っていうか、そういうことも考えてい

く必要があると思います。 

今回は、能生川の洪水避難勧告だけがクローズアップされておりますが、私が心配しているのは、

小泊や玉ノ木で死者を出す地すべりが、過去にあったわけですよね。そういうところ、非常に、私

もそうなんですけど、その辺に住む住民の人は、今回のほうが大変な恐怖を感じておったわけであ

ります。 

私は、糸魚川市大雨対策本部設置前に、土砂災害対策本部を設置する必要があったというふうに、

私は思ってるんですよ。今回、みんな川っていうふうに思ってるんですが、何で土砂災害対策本部

がなかったのか、その時点では、まだ考えていなかったのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

土砂災害につきましても、決して考えていなかったわけではございませんで、朝から警戒巡視を

行ってたと、先ほども申し上げたとおりでありますけれども、県の土砂災害警戒情報システムなど

でも情報収集を行って、注視をしていたという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

既に、１１時半過ぎに２カ所、地すべりが発生してるんですよ。それにもかかわらず、その本部

を立ち上げていないというのは、私、非常におかしいなというふうに思うんですが、今回、雨で人

命にかかわるようなことはなかったんでありますが、やはり早目に対策本部を立ち上げるというこ

とは、非常に大切だと思うんですよ。事故がある、災害がある、ない、別として、そうすることに

よって、正確な情報収集ができて、住民へ周知することができたのではないかと。それは、今まで

の訓練や教訓の結果からの段取りで、今回の対応になったと思うんですが、今までの教訓を生かし

た対応だったということでよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

当日は、お昼近くにもかけて市内あちこちで、１時間３０ミリ前後の雨が降ったり弱まったりと
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いうような状況でございました。 

そういう中において、午前中から私どもの職員が、警戒・情報収集・対応に当たっておりました。

そういう中において、今、中村議員がおっしゃられるように、警戒本部というような形のものを立

ち上げておいたほうがよかったんじゃないかという点については、振り返ってみれば、そのような

警戒に当たっておりましたので、本部体制をしくという形のほうがよかったのかなという点はござ

いますが、実際に情報収集・警戒に当たっておりました。本部という形をとらなかったんですけれ

ども、対策本部を設置する前に、そのような状況にあったということで、振り返ってみれば、その

時点で警戒本部というような形のものを設置したほうがよかったのかなというふうには感じており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

実際に１１時半に、２カ所も災害が発生しておるわけですよ。やっぱり、それに対しての何か対

策をとる必要もありますし、申しわけないけど、私、これ時系列見て言ってるんで、悪く言えば何

でも言えるんで、少しひきょうなとこもあるんですが、ただ、昨年の５月に姫川で水防訓練が行わ

れました。それは、７.１１水害から２０年の節目ということで水防訓練を行われて、当時、市長

は、今回の教訓を機会に水防技術の向上や体制の強化を図りたいというふうに言ってたわけであり

ますが、今回の集中豪雨に対し、水防訓練の成果と、７.１１水害の教訓はどのようなところに生

かされたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり危機意識をしっかりと持って、そして、それに対する対応というものに対しては、やはり

最善の策を講じていかなくてはいけないという、判断というのが求められるわけでございまして、

そのような中で、もう即、やはりどういう対応をすればいいのかという中で、田んぼをお借りして

そこから入っていくと。やはり、一番その、田んぼというのはなかなか農家の皆さんにおかれまし

ては大切な生産の場であるわけでございますので、どうしてもちゅうちょするところがあるんです

が、今回は、それをちゅうちょすることなく、即もう、お借りするように対応させていただいて、

そこから備蓄材のブロックを入れさせていただいた。それを早急に進めていくには機動力という形

の中では、やはり建設業の皆様方にお力をいただく中で対応させていただきました。やはり、それ

だけの能力は行政にないという中においては、早急な対応の中で取り組んでいただいておりまして、

そういう形でこれからも取り組んでいきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 
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○１３番（中村 実君） 

そういった、今、市長が言われたように、多分、水防訓練の成果とか７.１１の教訓が、その辺

に生かされたんだろうなというふうに、私も理解しておりますが、やはり、対策本部を早く立ち上

げることで、市民への周知が早く行える。市民も、やっぱりそういうふうに、今、市長言われたよ

うに危機感を持って、雨を、雨降りを見ていかれる。やはり、心の準備ができるということを、私、

申し上げたいんです。 

ただ、この７.１１水害の教訓は、今、市長が言われたみたいに、今回も生かされたということ

でありますが、ここに、議場にいる部課長連中ぐらいが当時を知っている。あと、若い職員はほと

んど知らない人が多くなってきているんじゃないかなというふうに思っておりますが、若い職員に

７.１１水害の教訓をどのように伝えてきたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員のほうから、先ほどもありましたとおり、平成２７年度には７.１１水害２０年事業を開催

をいたしました。また、昨年、当市で７.１１水害の被害規模において、姫川の水防演習を国交省

主催で大々的に実施をするなど、若い世代にも、この災害の悲惨さや、得た教訓を受け継いでいく

ための事業を、開催をしているところであります。また、７.１１水害の状況につきましては、災

害のたびに引き合いに出したりして、若手職員にも伝えているというつもりでございます。 

いずれにいたしましても、過去の大災害を風化させないということで、新たな被災事例等も複合

的に取り組みながら、今後の災害対応に役立ててまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

大変貴重な７.１１、経験だったと思うんですよね。今回も、幾らかはその経験が生かされたと

いうふうに思いますし、若い職員も、今回、結構現場へ張りついたり、避難所へ来てくれたりとい

うことで経験してますんで、やはり７.１１とあわせ今回の災害も教訓の１つとして、これからも

残していっていただきたいというふうに思います。 

当日は、７月１日の１６時８分に避難勧告、解除が４日の８時半ということで、大変長時間でし

た。今回の災害に対して、後日、住民から多くの意見を、私も伺っております。当然、既に市とし

ても集約されていると思いますが、どのような問題があり、集約を行ったのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

先ほど、市長答弁にもありましたとおり、避難勧告の対象地区の範囲が明確でなかったのではな

いかとか、または、わかりづらかったというようなこと、それから、発令期間が長いのではないか、
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それから、避難所での被災箇所の情報が入らず不安があった等の意見を伺っております。それらの

対応について、検証をしたものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただいて答弁させていただきますが、今ほど述べたことと、もう１つはやはり、私

は、住民の皆様方に、また水害、最近の集中豪雨の特徴などを、これからしっかりと連携をとりな

がらいかなくてはいけないなと思っております。自己判断で対応するようなことが、結構、多くな

っておられるんではないかなと。最近の全国の集中豪雨を見ておりますと、ピンポイントで来る部

分がございます。 

そのようなことで、どのような、やはり自主避難や、そして避難を回避するというところができ

るのかというのを、やはり全国で事例がございます。７.１１、本当にもう古くなっておりまして、

今、それ以上の降雨が来て、姫川も非常にそれ以上の水量が流れておる状況でございますので、そ

ういったところを、住民の皆様方とともに、これからはやらなくてはいけない。行政だけで全てで

きるものではないという状況がございます。一時避難的にはやはり、自助、そして共助に入ってい

く部分があるわけでございますので、そういったところを、自助・共助というところを、やはりも

う一度、みんなで理解をし合いながら、進めていかなくてはいけないんではないかなと感じた次第

でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

やはり、その辺の集中豪雨的なものを、市民からやっぱり理解していただくということは、大変

大事なことだと思うんですよね。 

ただ、この前、消防長の答弁の中で、避難率が１５％ぐらいだったと。全国的に見ると、１５％

は高いという、高いっていうか１５％ならいいほうだというような答弁が、たしかあったと思うん

ですよ。それ、１５％がいいのか、私、１５％、えらい低いなと思ったんですよね。やはり、今回

１５％しか避難しなかったんだから、それがもう少し避難できるように、前段でやっぱり周知って

いうのは必要ですよね。この地域はこういう災害が多いんだということを、やっぱり危険箇所に住

んでいる人たちに知らしめるということは、大切なことだと思うんですよね。 

ただ、そのまとめをしっかりと、やっぱりね、今回の、いろんな人たちから聞いたことを、しっ

かりとまとめをして、それを後に残すようにしていく必要もあるし、できたら最終的にはまとめた

ものを、私たち議員にももらえればありがたいなというふうに思っています。 

既にもう、７月１日から２カ月半ほどが過ぎておりますが、８月に入っても９月に入っても、ま

だ強い雨が降ります。聞くところによると、最近、西海で大きな地すべりが発生したと聞いており

ますが、それは民家に影響がなかったのか。また、時間帯が夜だったということで、池田課長担当
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と思うんですが、池田課長や担当の人たちが、どのような対応をとったのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○商工農林水産課長（池田 隆君） 

９月８日、金曜日ですけども、釜沢道平の林業地すべり防止区域内で、地すべりが発生をしてお

ります。地元で１８時に、木がばきばき音を立てておるという情報を得まして、消防のほうへ連絡

をいただいております。 

その後、河川・砂防課でありますとか森林施設課、これ振興局であります。そういう方々と一緒

に、地元へ、現地のほうへ赴いております。その後、暗いもんですから投光器で照らしながら、消

防団による監視体制を一晩、継続をさせていただいております。翌日、ドローンを飛ばしながら概

要を把握をして、地域振興局と一緒に現地踏査を行う中で、１２時３０分には小康状態にあること

を確認をさせていただいております。規模については、幅が大体１００メートル、長さが４３０メ

ートルということで確認をしております。 

今後につきましては、地元、それから消防・警察・振興局・市と、ここら辺の連絡体制を、現在、

確認をして、今後の警戒に当たっていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

時間帯が少し遅かったということで、もう職員の皆様もいただいている人もいるんかと思います

が、大変、時間帯も夜になると、大変危険なあれですよね。今ほどの課長で、音を立てて、音が聞

こえて発見したという、木の根っこが切れる音とかなんですよね、これは。小泊の地すべりも、う

ちのおふくろが第一発見者なんですけど、後ろでぴちぴちぴちぴちと音がするということで、振り

向いたら、山がゆっくりずってきてる。そういう兆候があるんで、やっぱりそういう地域に住む人

たちには、いろんな情報、地すべりはこういうことがあれば起きるんですよとか、ひび割れだとか

いろいろあるんでね、そういう情報も、やっぱり知らせてみる必要があると思いますが、また、き

ょう、私、朝の天気予報見ると台風１８号が、相当強力な台風が北上していると、新潟のほうへ向

いているということがありました。 

これから台風の時期に入りますが、台風による豪雨で、地盤の緩んでいるところで災害が発生す

る、今みたいに、災害がまた発生してしまうんですよね。早急に各地域の地すべり監視員の方から、

現地調査をしていただきまして、危険箇所がないか確認してもらう必要があると思うんですが、そ

の辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 
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地すべり巡視員の皆さんには、毎月しっかりと点検をしていただいておると思いますが、どうい

った兆候があるのか、どういった兆候が見られた場合に危険なのかといったことも、しっかりと学

習をしながら、今後もしっかりと対応していただきたいというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

月に１回という話ですが、こういうときになれば、やはり雨が続いたときは、月に２回でもやは

りやるべきだと思いますし、最近は、昔は山等、みんな行ってる人が多いんで、草も生えてなかっ

たですが、最近もう、草でほとんど道がない状態で、地すべり地帯も、ひび割れがあっても見つけ

づらい状況になってると思うんですよね。やはり、一番状況を知ってる巡視員の方が、大体どの辺

をというふうに考えて、草刈りをしながらでもよく点検していただく等は必要になると思うんで、

その辺もよく指導しながら、点検回数をふやしていただきたいというふうに思っております。 

次に、避難所について伺います。 

今回の避難所は、能生小学校と海洋高校の２カ所だった。田中議員の答弁のときには、町なかの

避難所は、避難区域の中にあるので、高台の２カ所に決めたというふうに、消防長が申しておりま

した。能生川が決壊し、濁流が流れる方向に向かって、町内の人たちは歩いて行かなければいけな

い。やはり、避難区域内であっても、近くの避難所に行くことが安全だと、私は思うんですが、そ

の辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

危険が差し迫っている状況下では、市民がみずからの判断でということで、先ほど市長答弁にも

ありましたとおり、市民みずからの判断で、近くの頑丈な高い建物に直ちに逃げ込むということが、

命を守る行動につながるというふうに思いますが、今回は、時間的に暗くなる前であったことなど

も考慮をいたしまして、できる限り安全な高台に避難することを優先して、避難所を設定したとい

う状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

近くには、町内だとすれば、近くには能生事務所や生涯学習センター、また、旧保健センターも

あります。津波なら、当然、今回のような能生小学校、それから海洋高校という、それはベターで

ありますよね。でも、今回のように洪水なら、やはり近くの建物が、私はよかったと思うんですけ

ど、どうしてそういう判断ができなかったのか、もう一度伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員おっしゃるのは、津波避難も含めてってことではないですね。 

議員おっしゃるとおり、近くにも建設会社等の建物もございました。ただ、そこでの避難場所、

避難所としての指定等も行っていなかったというようなこともありますので、今後は、市の施設だ

けではなくて、所有者からもご理解いただく中で、民間のそういう建物などもお願いをしてまいり

たいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

当日は、能生小学校と海洋高校の２カ所に避難をしたということでありますが、生涯学習センタ

ーにも、避難をした地区があるんですよ。消防長、聞いていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お聞きをしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

聞いていたら、それが果たして正しかったのかどうだったのかということですね。 

当日、その避難情報を、避難勧告の情報を聞いて、その近所の区長さんが地域の、自分の区内を

回って、一緒に避難しましょうっていう行動を起こしたんですが、決壊しそうな能生川の上流に向

いて行くんなら、近くにいい建物があるんで、そこへ避難させてくれというふうに言ったら、ここ

は避難所に指定されてないんでだめですというふうに言われたと。だけど、区長としてみれば、あ

えてお年寄りを遠いところまで避難させるよりは、ここのほうが安全だと思って、私が責任持ちま

すんで避難させてくれと。そこで避難をさせていただいたということなんですよ。相当な、何人で

すかね、５０人ぐらいの人が避難されたんですよね。１７時３０分に、無事に４９名が避難されて、

１９時に解散をしたと。 

やはりこれ、地区民を守るために、やはり瞬時の判断っていうのが、長とすれば大事なことだと

思うんですよ。やっぱり、私はこの区長の判断が正しかったというふうに、私は思うんです。市長

は、どんなもんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私は、適正だったと思っております。我々はやはり、先ほど言いましたように、自己で判断をす

るという中においては、悪い部分もあるかもしれませんが、やはりそれしかない、また、自分がこ

れがいいと思ったら、やはりそれはそうするべきだと思っております。ただ、要するに行政の情報

のみだけで判断、私は、非常に危険なものもあるかもしれません。それは、みずから日ごろから、

そうして自分たちの地形等を考えて、判断をするべきだと思いますし、そういったことを、これか

ら反省の中で修正をしながら、また、進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

やはり、２カ所に決めるんじゃなくて、やっぱりさっき言うように、早い時点で本部を立ち上げ

ると、いろんなその考えができると思うんですよ。今ほど言われた、建設会社、あそこも３階なん

で、あそこにも避難することもできると思いますが、津波避難ビルとか洪水避難ビルになっていな

いということで。あの地域では、そういうところ少ないんでね、あんな頑丈な建物、やはりお願い

しておく必要があると思うんで、ぜひ、近いうちにまたお願いしたいというふうに思います。 

また、能生小の人たちも、海洋もそうなんですけど、ほとんど情報が入ってこなかったし、居心

地もすごく悪かった。だけど、生涯学習センター、あそこはクーラーも入ってるし、テレビもつけ

てくれたということで、早々の情報が入ってきたようなんですよね。やっぱり、そういう部分も使

えるところはどんどん使っていただきたいというふうに思いますし、今回みたいなやっぱり災害の

場合は、１分１秒を争うんでね、なるたけ近場へ逃げ込むということも、今後、区長会、頭になる

人たちにも教え込んでいきたいなというふうに思っております。 

それから、これも先週の田中議員の質問にもありました、能生川の河床を見ると、相当河床が高

くなってきているというふうに、私は思います。能生川の河床整備を頻繁にやらなくなって、約

１０年以上たつというふうに、私は思うんですが、ここ数年の大雨で、毎年、河床がどんどん上が

ってきている。もし河床整備がされていれば、災害が起きなかったんではないかなというふうに、

私は思っております。 

見辺課長のほうで、河床は高いのは、全然、関係ないんだという答弁がされまして、私もちょっ

とびっくりしたんですが、本当に河床高が上がっていても、今回の災害とは関係ないというふうに

思っていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

先日の田中議員の一般質問における私の答弁が、舌足らずで真意が伝わっていなかったとしたら
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申しわけなく思いますが、今回の被災の原因としては、やはりこれだけの大雨と、また川の流れと

いうこの自然現象の中で、なかなかその原因が何であるかといったことの特定は、非常に難しいの

かなというふうに考えております。 

１つには、いまだかつてないこの大雨というのは、１つの原因であろうというふうにも思います

し、また、施設が護岸等が非常に老朽化しておったといったことも、原因の１つであるかもしれま

せん。また、そういった意味では、議員がおっしゃられる河床の高くなっていったことも、また、

原因かもしれませんが、ただ、いろんな原因が複合した中で、自然現象の中で起こったことであっ

て、これが原因でございますといった形で、１つに特化することについては、ちょっと今のところ

非常に難しいのかなというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

私も、これが原因で決壊しそうになったというふうには言ってるわけじゃないんですよ。 

当日、私も現地を見にいったんですが、やっぱり水位が下がってきたときに、真ん中の河床がす

ごく高いんですよ。真ん中が高いってことは、今回、決壊したとこにその激流がぶつかる。それに

よって、決壊する。この前、市長が申し上げた、水が引くときに決壊するんですよ。今回の場合は、

水位が上がって、上のほうの弱いところに水が入って、水位が下がるときに吸い出しを食って決壊

したんだろうというふうに、そういう原因もあると、私は思うんですよ。やはり、真ん中の河床が

非常に高いんですよ。だから、どうしても両脇が傷んでしまう。だから、河床を下げないと、そう

いう事故が発生するということを、私、言ってる。 

だから、これは、河床を下げるのは市の仕事じゃないですが、県の仕事ですけどね、やはりそう

いうこともお願いしていく必要もあると思いますし、能生川だけじゃないですね、早川とか西海の

ほうの川も、やっぱり一緒だと思いますし。 

それとあわせまして、中洲から、山が崩れて木が流れる、河へ流れる。中洲にある木が海へ流れ

るという、そういうことも発生しております。その辺のことも考えると、立木伐採も河床とあわせ

て、県へお願いしていく必要があると思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

議員おっしゃられるとおり、今現在、２級河川のお話でございますけれども、市内における、例

えば能生川であったり早川であったり、あるいは青海川、いろんな川がございますけれども、県の

ほうで管理していただいております。 

その中で、やはり議員おっしゃられるとおり、河床は曲がってますし、木も非常に大きくなって

るところもございます。たくさんございます。それは、やはり地元の皆さんも心配をいただいてお
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りまして、市を通じて県のほうに、早く切ってください、早くしゅんせつしてくださいというご要

望は、たくさんいただいておるところです。 

ちなみに能生川につきましては、近々で言いますと、平成２６年度からでございますが、中野

口・藤後、あるいは溝尾・物出といったいろんなところで、実際に県はしゅんせつをやっていただ

いておるところでございます。それは、やはり県の予算にも限りがございまして、緊急度の高いと

ころからといったことを、県は考慮しながら、事業を進めていただいておると思っております。そ

の中で、計画断面、あるいは計画勾配をしっかり確保する、あるいはスムーズな水の流れを確保す

るといった河川の中で、立木伐採も含めてしっかりと県のほうに要望してまいりたいと思っており

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

立木も、海に流れ出しますと漁船の事故にもつながります。また、景観も小弱することに、景観

もすごく悪くなりますよね。夏前には立木処理してもらっていますが、今後も引き続き、港湾課か

河川・砂防課になると思うんですけど、しっかり要望していただきたいと思います。 

市内には、今の地すべりになるんですけど、市内には多くの集水井、また横孔ボーリングをして

あると思うんですよね。そういうところを、古くなって水がもう出なくなってきてる。そういうと

この掃除もしていく必要があると思うんですが、民家に近いところから県のほうに要望をして、そ

の辺もお願いし、災害を発生しないような対策もとる必要があると思うんです。その辺はいかがで

すか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

市内における地すべり防止施設につきましては、一応、県が所管しておって、その施設について

は老朽化している施設もかなりあるというふうには、把握しておるつもりでございます。 

その中で、やはり水が出なくなったとか、施設が老朽化して機能を減少している、あるいは失っ

ているといったところも多々あると思います。やはり、そこのところは議員おっしゃられるとおり、

優先度の高い、特に民家に近いとか、緊急度を増すところについて、やはり積極的に県のほうにお

願いをして、安全・安心な生活に寄与していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 
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地すべり指定地あたりへ行っても、ほとんど横孔ボーリングから水が出てないという状況もよく

見られますし、集水井にしたって音がほとんど聞こえないという集水井もあります。早急に順序立

ててやっていただきたいと思います。 

特に、最近いろんな災害、地すべり等が発生してますよね。去年、ことしあたりもそうですが、

昨年と比べ、どれぐらいの災害が発生しているのか、また、ボリュームがわかりやすいということ

で、金額等か件数がわかれば教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

近年しばらく、災害っていうのは少なかったんです。ところが、昨年から徐々にふえ始めまして、

例えば平成２８年度、昨年度ですが、建設課所管では細かいところも含めますと５８件といった形

で、金額にしますと約７,０００万円ぐらいになっております。 

また、今年度におきましては、件数は４６件でございますが、これは、ほかの年に比べて多いほ

うでございます。プラス、今現在ですが、約１億円ぐらいの被害額っていいますか、復興額になっ

ておるということで、徐々にゲリラ豪雨もあったのかその原因なのかあれですが、基本的に大きな

災害に激甚化っていいますか、大きな災害につながっている兆候があるのかなというふうには思っ

ております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○商工農林水産課長（池田 隆君） 

近年の商工農林水産課で所管しております農地・農業用施設、それから林業用施設が商工農林で

所管しておるわけですが、その件数と金額について、手持ちの範囲で説明をさせていただきたいと

思っております。 

平成２６年度につきましては件数で４０件、平成２７年度は４３件、そして平成２８年度につき

ましては件数で１１０件、金額で言いますと１億５,８００万円、平成２９年度につきましては、

まだ年度途中でありますが、１０７件の２億４,１００万円ということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

今、数字聞いただけで、相当、件数がふえ、金額もふえているということでありますので、何か

対策を考えていく必要があると思うんですよね。 

山のほうでは、ボーリング等、あんまり数入ってませんけど、やはり山のほうの集水井たちも点

検をしていく必要があるというふうに思っております。 
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次に、議会の初日に報告がありました、Ｊアラートと防災無線との不動のふぐあい、これ、ふだ

んは正常に動いているんですが、大切なときに大体、故障がするというのが普通だと思うんですが、

戸別受信機、約６０％ということでありましたが、今後、災害の今、発生しそうな地域を、特別強

く受信機を設置するようにお願いする必要があると思うんですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

戸別受信機につきましては、先日、約６０％と申し上げました。この９月１日現在でありますけ

れども、糸魚川市全体として６２.４％の普及率となってございます。 

この戸別受信機につきましては、情報の手段として、大変重要なものだというふうに捉えており

ます。防災行政無線のデジタル化の工事に合わせまして、戸別受信機の普及拡大をさらに進めてま

いりたい、努めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

戸別受信機、大変大切なものだというふうに思っています。市民の生命・財産を守るための放送

が流れるということでお願いして、残り、６２.４％ですから３８％ほどの普及を、早急に進めて

いただきたいというふうに思っております。 

最後に、洪水ハザードマップ・津波ハザードマップですが、これも田中議員の答弁で、消防長は

ハザードマップはつくらないと、はっきり明言をいたしておりますが、平成２２年度に配布したこ

ろと、津波高も今、修正されてくると、高くなるのか低くなるのかちょっとわかりませんが、修正

するということでありますし、私、能生のハザードマップを見ますと、古いのも、例えば旧体育館

もまだ入ってたり、いろいろと必要のないところも、あれ、よく見ると生涯学習センターとか能生

事務所が入っていないんですよね。その辺も、正確に今度つくり直す必要があると思うんですが、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えをします。 

田中議員の質問に対しましての説明が、十分でなかったのかなというふうに思っております。 

ハザードマップはつくらないということではなくて、例えば川のことで言いますと、姫川では、

例えば国からの情報はいただいております。県のほうでの、まだ調査がこれからというようなこと

で、２級河川もそうですけれども、情報がいただいたならば、議員言われるように、マップは、当

然、つくり直す必要があるというふうに考えておりますので、繰り返しになりますけれども、国・

県において最新の情報、津波もそうでありますけれども、情報が公開された際に、市で改定をする
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予定としているものであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

津波も洪水もそうですけど、全戸に配布しなきゃいけないんでね、大変な金額がかかると思うん

で、ちょこっと変わった形でつくれるものじゃないと思うんですよね。やはり、今後、津波高が多

分、近いうちに変更になってくるんかなというふうにも思いますし、今回の能生の洪水に関して言

えば、マップの避難範囲よりは広い範囲を想定して避難させたという、そういう辺もやはり最近の

集中豪雨だとかいろんなことによって変わってくる、過去と、平成２２年当時と。平成２２年に配

布したということは、その何年か前に計算しているわけですから、やはり相当、変わってきておる

と思うんで、その辺もやはり考慮しながら、現状に合ったマップを、やっぱりしっかりとつくって

いかなきゃいけないと思いますし、今、時代なんで、航空写真でマップで納めてもらえれば、大変

見やすいんじゃないかなと思います。その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

洪水の関係につきましては、平成２２年にお配りしたものにつきましては、７０年に一度の雨と

か、時間雨量５２ミリというような想定であります。 

今、国のほうでもいろいろ進めております。例えば１００年に一度の大雨とか洪水とかいうよう

なことでの対応ということで進めておりますので、それに沿って進めてまいりたいというふうに思

いますし、航空写真的なものも有効ではないかということで、平成１９年だったと思いますけれど

も、土砂災害のハザードマップ等もお配りさせていただいております。その辺につきましては、航

空写真を利用した形での作成というふうになっております。 

いずれにいたしましても、最新の情報に基づきまして、適宜、見直しをして、市民の皆さんに周

知をしてまいりたい、また説明もさせていただきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

中村議員。 

○１３番（中村 実君） 

今ほど、消防長が言われたみたいに、確かに７０年に一度、もう７０年に一度という時代じゃな

いですよね。もう１０年を見据えてつくっていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で中村議員の質問が終わりました。 
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暫時休憩いたします。 

再開を１１時１０分といたします。 

 

（午前１１時０３分 休憩） 

 

（午前１１時１０分 開議） 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 〔１６番 古川 昇君登壇〕 

○１６番（古川 昇君） 

おはようございます。 

市民ネット２１、古川 昇であります。 

発言通告書に基づきまして１回目の質問を行います。 

１、介護保険事業計画についてであります。 

２０１４年６月、介護保険法の改正が行われ、施設介護から在宅への流れがより明確になりまし

た。介護の重点化・効率化が強まり、軽度の要介護者の介護給付外し、特別養護老人ホーム入所は

要介護度３以上、一定以上所得者の自己負担引き上げなど、厳しい内容でありました。サービスの

充実を図り、介護・予防・医療・生活支援・住まいを重点に、地域包括支援システムの構築が求め

られてきました。 

６期介護保険事業計画の最終年となり、重点課題とした施策の現状と見通しについて伺います。 

(1) 当市の介護施設入所の現状・運営体制状況・課題について伺います。 

(2) 認知症対策の理解と支える体制づくりの取り組みについて伺います。 

(3) 地域包括支援センターの介護予防施策の活動状況と運営体制の課題について伺います。 

(4) 在宅医療と介護の連携強化、多職種連携の取り組み状況と課題について伺います。 

２、柵口温泉権現荘問題について伺います。 

柵口温泉権現荘の経営赤字が７年間で１億円を超える事態が発生して、なぜ赤字が続いてきたの

か、原因の究明が不明確であります。帳簿による管理や棚卸し管理、飲食料品の管理ができていな

かったという各種監査の報告が出ております。 

しかし、権現荘経営の管理監督を怠ってきた行政が、旅館経営の責任を元支配人に丸投げしてき

て、好き勝手に運営させたことに大きな要因があります。その運営環境の中でどんなことが行われ

ていたのか、以下の項目について伺います。 

(1) 平成２６年暮れ、コンサルタント会社社長が１泊モニターで宿泊したとの調査結果であり、

平成２９年１月、元支配人に再度聞き取り調査をしておられますけれども、なぜ宿泊を裁量

権と認めたのか伺います。 
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(2) 平成２８年１２月の再調査が報告されています。元職員から、聞き取りの経過と内容、ま

た、権現荘職員の再調査を実施したのか伺います。 

(3) 平成２７年１月に、権現荘職員の研修旅行が２泊３日の日程で実施されたと聞いておりま

す。研修目的と行程、参加人数をお伺いいたします。 

３、次期ごみ処理施設について伺います。 

次期ごみ処理施設を平成３２年４月に運用を開始すると具体的に提案され、施設の建設費用と

２０年間の運営費の合計で、１２７億８,０００万円と示されました。人口減少が続き、厳しい財

政運営が予想される当市にとっては高額な支出を迫られるわけでありますが、以下の項目について

伺います。 

(1) ごみ処理施設の建設費が５４億円もかかるのは、同規模程度の他自治体と比較して、高過

ぎると考えるがどうか。 

(2) 制限つき一般競争入札を行い、６社構成グループの１団体しか応札しなかったのはなぜか。 

(3) ５４億円もの建設費を負担することは、糸魚川市の財政にとって、他の事業や市民サービ

スにどのような影響が出ると考えておられますか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、介護施設の入所状況は、ほほ満床で推移をいたしております。 

運営体制につきましては、平成３０年５月に、認知症高齢者グループホームの開設が予定されて

おり、介護人材の確保と介護予防の推進が課題となっております。 

２点目につきましては、平成２７年度に認知症地域支援推進員を配置し、認知症カフェの開設と

運営支援、認知症サポーター養成講座の開催、認知症ケアパスの作成などの取り組みを進めてまい

りました。 

３点目につきましては、５つの地域包括支援センターが介護予防普及教室を市内各所で開催いた

しており、保健師などの専門職員の確保が大きな課題となっております。 

４点目につきましては、平成２８年度に在宅医療・介護連携協議会を立ち上げ、ひすい在宅医療

プロジェクトを展開いたしております。引き続き、在宅医療と介護の連携強化と、市民意識の醸成

が課題と考えております。 

２番目の１点目につきましては、元支配人の聞き取りでは、接客・営業業務の一環として、モニ

ター的に泊まったものであり、元支配人は裁量権の範囲と考えておりました。 

２点目につきましては、元支配人と従業員との聞き取り結果に違いがあったため、元職員へも聞

き取りを行い、３月議会に報告をしたとおりであります。 

なお、３月２日の総務文教常任委員会以降、権現荘職員の再調査は行っておりません。 

３点目につきましては、リニューアル後の朝食プランの充実を目的に、山形県鶴岡市及び長岡市

の温泉施設を８名で視察研修をしたものであります。 
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３番目の１点目につきましては、田中議員にもお答えしたとおり、適正な価格と考えております。 

２点目につきましては、総合評価方式による制限つき一般競争入札であることから、公募条件を

各事業者で判断された結果と認識いたしております。 

３点目につきましては、国の交付金や優良債を活用するなど、当市の財政負担をできるだけ抑制

し、市民サービスに影響が出ないよう努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては所管の部・課長からの答弁

もございますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

１番目と２番目を、逆にさせていただきたいと思います。最初に、２番の権現荘の問題からお願

いをしたいと思います。 

この、裁量権として認めてたのかということでありますが、今、答弁をいただいたのは、支配人

が裁量権として認めたんだ。これについては、種々、論議をしてまいりましたけれども、行政もこ

れについては認めたということで理解をしておりますが、それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

これまでにも、能生事務所長と現場を管理する責任者の支配人の、責任の分界点等のお話を、昨

年の議会から引き続き、何回かお話しいたしております。現場の裁量の範囲内の中には、今のこと

も含まれるかなというふうに類推をいたしておりますが、能生事務所長と協議して適切な手続をと

るべきであったというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうすると、言い回しが微妙に違うのでありますが、これは、まだまだ行政としては判断しかね

る、こういうことで理解してよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

当時の状況でありますので、所定の手続を経て対応されれば、今時点で解釈をすれば、このよう

なモニター的な目的を持って泊まるというような場合については、一種の裁量の範囲として認めら

れるというふうな感じを持っております。当時の時点では、もう過ぎてしまったことでありますの
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で、なかなかこうだという形では申し上げにくいところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

権現荘業務に係るこの調査事項でありますが、平成２９年の３月２日、総文に提出をされた資料

であります。元支配人の聞き取り日数と従業員との間で、証言が食い違っているため確認できなか

ったとしております。 

私の調査では、コンサル社長が平成２６年の年末に来て、支配人から、この人がしばらく泊まる

のでよろしくと、みんなに紹介したと言うんですよ。私が調べたところによれば、よろしくという

ふうに、しばらく泊まる。 

この発言は、行政の皆さんは確認していらっしゃいますか。また、１２月の何日においでになっ

たのか、お聞きをいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

それについては、ちょっと確認をとっておりません。 

日にちについても同様でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

大事なとこですから、これは確認しておいてください。 

元支配人が従業員に、コンサル社長がしばらく泊まると言ったことは、平成２８年の１１月の聞

き取りの調査のときに、私がお聞きした方は、話をしたっていうふうに言ってます。 

それで、見てみますと、報告が全く載っていないのであります。報告文書に記述がありません。

調査のとき、聞かなかったのか、あるいは聞いたが載せなかったのか。なぜ、載せなかったのか、

理由があるんであればお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

本年の３月の市議会の総務文教常任委員会に、その後の調査ということも含めて、それ以前の調

査と、それ以後、３月の委員会に報告した調査事項という中でございますけれども、古川議員のほ

うで、具体的にどなたでどのようにお聞きしたのかはわかりませんけれども、そのときもフロント
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の職員、厨房の職員、サービスの職員という形で聞き取りした内容を記載してございます。報告い

たしております。この中には、何日かわからないという者や、５日以上であったかもしれないけれ

ども、何日間かはわからないというような形で、それぞれ聞き取りをした内容の職員の話によって

は、まちまちであったということで、方向づけとしては、聞き取りの内容についてはなかなか断定

できないというところで、報告をさせていただいております。元市の職員の中には、１日だけだっ

たという証言もございますし、元支配人については、平成２６年の１２月ですか、に１日だけだっ

たということでの話をいたしております。この中では、食い違いもあったということから、それぞ

れ職員から聞かせていただいた中において、食い違いもあったということで、断定的な判断はでき

ないというふうに報告をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうしますと、この聞き取りに当たった方は何人で、聞き取りを終わった後、皆さんでそれぞれ

のメモを突き合わせて、これを書いたっていうことじゃないんですか。私らは、そういうふうに思

ってましたけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

職員が手分けをしまして、確認をしております。 

どなたというのについては、ちょっと今、資料を持ち合わせておりませんけども、それぞれの個

別の質問票っていうような形を用意しながら、確認をさせていただいておるということでございま

す。 

○１６番（古川 昇君） 

終わった後、確認をする。突き合わせはしたんですか。 

○能生事務所長（土田昭一君） 

突き合わせのほうはさせていただいた上で、資料のほうに掲載させていただいたということでご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

突き合わせはしたということになれば、この方は、確かに言いましたよっていうふうに言ってま

す。誰が担当されたのかはわかりませんけれども、そのくだりはなかったということで理解してよ

ろしいですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

委員会に報告した状況の中で、古川議員がおっしゃられる方が含まれているのかというのが明快

ではございませんけれども、私どものほうでは、それぞれ従業員の方に聞き取りをした内容を、そ

れぞれ持ち寄って突合をした上で、委員会に報告する資料として聞き取り調査の結果を記録・記載

し、報告をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうしますと、しばらくこの人が泊まるのでということは、なかったっていうことで理解をいた

します。 

元支配人は、このコンサル社長に食べてもらう夕食の用意をするように、厨房に伝えたそうであ

ります。従業員は、重箱に料理を詰めて用意して置いておいたら、それを支配人が取りにきて、持

っていったいうふうに証言をされております。回数も三、四回あったというふうに言っておられま

すよ。１泊じゃないんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

古川議員がどのようにお聞きになって、それをおっしゃられているのかわかりませんけれども、

私ども聞き取りをした状況の中では、これまで委員会に報告してきた状況でございます。従業員の

中には、複数回であったという話もありました。１回だけだったという方もいます。何回か来たの

は来たけれども、泊まったのは１回だったという方もいらっしゃいます。そういうような状況を、

委員会で報告をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

総務部長、今、１泊っていう方もいらっしゃいますって、そっちのほうに話、持っていこうとし

てませんか。この中で聞いてる中では、四、五日いた、１週間いた、そっちのほうの証言のほうが

多いんじゃないですか。何で、そっちのほうに、１日っていうほうに持っていこうとするんですか。

それは、支配人が１日と言ったからなんですか。これ、確認した上でやってるんですか、どうです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 
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お答えを申し上げます。 

３月の総務文教常任委員会のほうへ、調査事項ということで提出させてもらって説明をさせても

らいました。全部で１９項目ありますけども、その一番最後に、今回のこの事件について、事項に

ついて報告をさせてもらいました。 

これは、私らのほうでは脚色したりとか、それは一切しておりません。例えば、厨房の職員、料

理長Ａ・Ｂ、それからフロントの職員Ｄ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｅ、それからサービス係のほうも、Ｉ・Ｋ

ということで、多くの職員がこのように表現をしたということを、そのままきちんと調査票にした

上で、報告をさせてもらったというものであります。 

したがいまして、私らのほうでどうのこうのということ、市のほうでどういうふうな見解をまず

持ってからということじゃなくて、調査した内容をそのままきちんと報告をさせてもらったという

ことで、ご理解いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

副市長、それは理解しているんですよ。だけど、答弁の中で、支配人の言ったことしか、あんた

方答えていないって、そこを、私、指摘しているんですよ。従業員の聞き取りのほうの、これは非

常に重きを置いていない。しゃべるんだったら、支配人のこっちだけしかしゃべってないというと

ころを、私、指摘しているんです。 

コンサルタントの社長が宿泊していたのは、この年末だけではない。これは、聞き取りで明らか

ですよね。ほかにも二、三回来て宿泊している証言。時期、期間については忘れたが、何回かあっ

た。しばらく泊まったときは、問題にしているとこです、１週間はいた。１泊は新館だったって言

ってるんですよ。こんなに、１泊だけ部屋が変わったっていうことまで鮮明に覚えているっていう

のは、おかしいでしょう。だから、１週間泊まったんですよ。コンサルの社長は、権現荘に来て泊

まるのは、もうと支配人に言えば、当然、いつでも宿泊できる状態だったんじゃないんですか。こ

ういう証言からすれば、従業員の証言を正直に受けて、元支配人が、私はこれは作り話だと思いま

す。その場しのぎをしたっていうのは、明らかじゃないですか。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

職員によりまして、それぞれ証言が違ってるということでありますし、なおかつ、職員につきま

しては、交代制勤務でありましたんで、ずっと常日勤っていうわけではないですので、それも含め

まして、市長答弁にもありましたとおり、逆に元市職員、市の職員に確認をしたら、何ていいます

か、滞在するのは何回かありましたけども、宿泊したのは１度だけではないかという証言もあった

ということで、この調査、新しい調査事項を明記をさせてもらったというものであります。市のほ

うでは、１泊したとかせんとか、何泊だとかそういうふうに断定はしておりません。きちんとそれ
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ぞれの証言内容について、調査事項にそのまま記録といいますか、報告をしたということでありま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

確かに、この３月２日なのは、１２月に報告したのは市の元職員の証言が載ってますよ。元職員

の方は、ここに書いてあるけど、コンサルの社長は、いつも来ると一、二時間で帰ったって、こん

なことわかるんですか。一、二時間で帰ったっていうのは、市の職員はいつ見てたのか。市の職員

は、権現荘に朝から晩まで勤務していたんですか。１度だった、１泊とは言ってないんだ。だけど、

支配人のこの言い分を、補完していることは間違いない。おかしくないですか。支配人のこの言っ

たことを、フォローしてるんですよ。そのためにこれを載せた、私はそう見てるんですが、見解ど

うですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

それぞれ、従業員、それから市の元職員、これから私ども聞き取りをして、その状況を書いたと

いうことであります。ただ、話の内容に相違点がございます。これを裏づけるような状況が、どち

らの話にもないということであります。 

したがって、これは、じゃ、現実的にどうであったかというところは、複数回、何回かおいでに

なって、アドバイスをしたり、あるいは今後の権現荘の進め方に対する助言をしたり、あるいはい

ろいろな状況の、業界の状況の情報をお話をいただいたりというようなことをしたということであ

りますけれども、それで泊まった日数等は、記載のとおり食い違いありますが、それを裏づける明

快なものがないということで、私どもの調査では、これ以上、限界であるというようなことから、

３月議会の総務文教常任委員会で、警察のほうと相談をさせていただきながらということで、ご報

告を申し上げていたところであります。 

その状況の結果については、既に議会にもお話はいたしましたとおり、警察のほうでは告発に基

づいて、捜査をされておるという状況でありますので、私どもも警察と相談をしながら、その状況

を、協力をしながら対応してまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

平成２６年の年末、コンサル社長が来館したとき、経営アドバイスをもらうため１泊してもらう

と、なぜ、元支配人は言わなかったの。こんなに言ってるんだから。そこは聞きましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

元支配人のほうからは、先ほどお話がありましたけれども、このコンサルの会社の社長と、いろ

んな有益な情報提供をいただいたんで、その都度、何回か来てもらって話を聞いたというふうには

言っております。そういう状況の話は、何回か、私ども元支配人とほかの話もお聞きする中で、そ

のことは何回か繰り返し、話を聞いております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

しばらくこの人が泊まるというふうに言ったんですよ。本当に言って、この支配人が理由として

いるところだとすれば、経営のアドバイスをもらうからと言うべきでしょうが、普通。なぜ、これ

をしなかったかというとこ、そこを、私、疑問に思ってるんですよ。 

行政は、元支配人の作り話と私は思うんですが、これをうのみにしてませんか。元支配人は、コ

ンサル社長はしばらく泊まるって紹介しておきながら、聞き取りでは、あの方はいつも一、二時間

で帰っていた。経営のプロから営業アドバイスをもらうためだった。モニターとして、権現荘を見

てもらった。宿泊は１泊と、明確に理由づけしてますわ。おかしくないですか、これ。行政、どう

思いますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

私らのほうでは、元支配人のことをうのみにしているわけではございません。 

したがいまして、職員のいろんな証言聞いて、あるがままのものを、ちゃんと報告をさせてもら

っておるということであります。そこには、証言の食い違いがあったというのが事実であります。

そしてまた、そのために元市職員からも、聞いているというとこであります。 

そういったことですけども、最終的にはどちらがどうなのかという、そういう確認がとれなかっ

たということも、きちんと調査結果のほうには報告をさせてもらっているというものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

行政の皆さんは、この元支配人が、経営コンサルタントの資格を持っていたというふうに認識さ

れてますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

経営コンサルタントの資格っていう点については、ちょっと確認はとれておりませんけれども、

このような業界の経営のコンサルも手がけておられたというふうに、お聞きいたしております。 

また、元支配人が就任する以前に、糸魚川市としても権現荘の経営分析、あるいは今後の権現荘

についての運営について、何といいますか、分析委託をしたことが過去にはございました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

今、おっしゃったのは、コンサルの社長のことですよね。私が聞いているのは、元支配人が、コ

ンサルタントの資格を持ってたのを知っていたかということです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

失礼いたしました。 

元支配人が資格を持っていたかどうかについては、ちょっと、私、今のこの場所では確認がとれ

ておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

この方は、持っているというふうに、権現荘の中で話をしていたということです。 

経営コンサルタントが、プロの話をもう１回聞くなんてことはあり得ますか。それを理由にする

なんてことはありますか。 

この方は、コンサルタントとして違うところへ行って、ちゃんと講演なさってますよ。それは、

前の委員会のときにも話になったじゃないですか。覚えてないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

経営コンサルタントという立場で、お話をされたということも、元支配人であったというような

話を聞いております。ただ、いろんな運営をしていく中では、１人の人で、じゃ、コンサルタント

がいいかという部分については、やっぱり相談をしたり、あるいはほかの現状での業界のトレンド
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だったり、社会的な状況だったりというものを、助言をいただくというのは、自分がコンサルタン

トだから、ほかの人はなしだというのではないとは思っております。 

そういう中で、コンサルタントにも、いろんなご意見と状況の情報をお持ちの方がいますので、

ほかのコンサルタントの人に聞くということも、この件だけではなくて、一般的にはあるというふ

うに思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

だんだんお話になってるの、変なほうへ行きませんか。 

確か、笠原議員の質問だったと思うんですよ、このことは。聞かれたのは。だけど、今、言われ

たのは、いろんなところをやってる。 

私が聞いてるのは、この支配人が資格を持っていたかっていうふうに聞いてるんですよ。持って

た人が、なぜ、この理由にこれを挙げてくるかっていうのが、私は理解できないって言ってるんで

すよ。今、行政が言われたことは、私が聞いたこととは違うんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

我々は、資格あるなしというところではなかったと思っております。やはり経歴の中で、こうい

った経歴の方がおられるという形の中で、雇用したものでないかなと思っておりますし、ただ、今、

皆さんがおっしゃるのと、我々の答弁しているのと一緒だと思うんですよ。我々も判断できない、

皆さんのいろいろな意見があって、それがわからないから判断できないという形をとらせていただ

いております。決して、元支配人の立場に立って言っておるわけではございません。両方、聞き取

りの中で、それは数多いもんですから、全て１人の人が、全部聴取しておるわけではございません

ので、分担して聞いているものを集めて、皆様方に報告をさせていただいて、そして、その両方、

双方の判断を、我々は１つになかなかまとめられないという状況で、警察に相談という、最後は形

になったわけでありますので、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

判断できないっていうのはおかしいんじゃないですか。行政は、判断しなきゃならんでしょう。

ここのところが一番大切なとこなんですよ。こういうふうにして、どっちかわからんというような

報告出して、わからんから何もしないっていうのも、それがおかしいって言ってるんですよ。 

ただ、私が言ってるのは、この理由として挙げたのが、成り立たないっていうふうに思わんかっ

ていうことを聞いてるんですよ。皆さんのほうでは、そう思いませんか。立派な経歴を持ってる、
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その人を採用した。採用した人がいろんな話を聞かなきゃ運営できないって、それもおかしいでし

ょう。おかしくないですか。そこのところ、お願いしますよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

調査につきましては、市の調査でも限界があるということで警察に相談・協議をするということ

で、３月の定例会ではそうさせてもらったものであります。 

それからもう１つ、今、元支配人がコンサルタントだから、他のコンサルタントから、いろんな

事情なり勉強することないじゃないかということでありますけども、やはり、自分の今やってるこ

とを、より高いレベルで、何といいますか、勉強しようということで、より専門的なコンサルタン

トから勉強するというのも、１つのものかなと思っております。 

そういうことで、何といいますか、自分を高めるための研修の一環だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

要は、トップの方を雇ったんでしょう。その方が、１泊ただで泊めて、経営のアドバイスを受け

るって、そのこと自体がおかしいでしょう。副市長、今、言ってること、自分で矛盾ないですか。

どうですか。自分を高めるためだったんなら、それはしょうがないっていうふうに認めてはいるけ

ど、しかし、採用したときは、今、言われたように経歴から見て、この人はもうトップの人だって

いうふうに認めたから、皆さん、採用されたんでしょう。違うんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

私たちも行政のほうの１つの専門職でありますけども、やはり、自分なりに勉強するということ

で、より研修会等へ出て勉強するというのもありますし、より、何といいますか、行政により詳し

い人から話を聞くというのも、１つの勉強だと思っています。学校の先生が教育関係で、また研修

会に出席して勉強するのも１つの方法ですので、その辺も今回のそういう形でなったんではないか

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

元支配人の言い分と従業員の証言が食い違っているというところで、今、ずっと話でありますけ
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れども、それによって次の手を何も打たない。先ほど言われたように、警察に相談をしたというふ

うに言ってるだけであります。 

赤字の原因の不正疑惑、このままにしておくつもりですか、行政の皆さん。行政が、徹底的に調

べて明らかにしていく考え、ありませんか。支配人の言い分をうのみに、追認する行政の態度。こ

れは、市民は納得しませんよ。税金の無駄遣いが係ってるんですよ。そういう認識、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ですから、我々が内部調査をさせていただいたわけでございます。そして、我々は追認をしてお

るわけではございません。やはり、皆様方に報告したり、また市民に報告するには、それなりの確

たる証拠が必要であるわけであります。それがない中においては、判断できないということでおる

わけでありますし、我々も内部調査に対しては、しっかりさせていただきましたし、また、その後

には監査委員の皆様方からも調査をいただいております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

じゃ、警察へ相談をされたのは、この支配人のこういうものを、いろんなとこで報告されました

けれども、皆さんは疑っていらっしゃるんですか。そういう立場で相談されたんですか、いかがで

すか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

私ども、３月の議会で総務文教常任委員会で警察のほうに相談をさせていただくというふうに、

お話をさせていただきました。 

その後においては、これまで私ども内部で調査をし、議会へも報告してきたその内容はもちろん

なんですけれども、私どもの調査の資料を提供させていただき、それで私どもとして、行政の立場

での内部調査では、やっぱり限界があると。やっぱり捜査権等のある警察でなければ、できないと

ころもあるというような、私どものスタンスで警察に相談をさせていただき、警察のほうでは告発

が既になされていたということで、捜査を進めているということでございました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 
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○１６番（古川 昇君） 

それから、たしか弁護士に相談をされているというふうにもお聞きをしております。弁護士の相

談、どういうことをやっておられるのか、行政のやりたいことは明らかにした上で、弁護士さんと

相談されているのか、この点について伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

その後の弁護士との相談、それから元支配人との話の状況については、先般の８月９日の総務文

教常任委員会で報告をさせていただきましたけれども、元支配人のほうにも、弁護士と相談をされ

て、元支配人のほうにも話をされておりますけれども、これまで、議会の皆さんからのご指摘、あ

るいは報道を通じて、いろいろとご迷惑をかけたそれらの状況を踏まえて、元支配人のほうでは、

一定のけじめをつけたいということでの申し出を受けております。そのけじめのつけ方について、

私どもも、市の顧問弁護士と相談をしながら、けじめのつけ方という内容について、それぞれ弁護

士に相談しながら協議をさせていただいておるという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

けじめのつけ方を弁護士と相談するというのは、それはやらんほういいと思いますよ、そんなこ

とは。弁護士と相談して、行政のやりたいことが明らかになってるんなら、弁護士と相談すべきで

すよ。じゃ、どうするんだという結論出ますよ。だけど、こういう問題がある、こっちは支配人は

こう言ってる、もう判断つかないから判断してくれって言ってるんでしょう。そんなのどこにあり

ますか。自分の中で起きた問題を、自分たちが切開をしてうみを出すっていう気がなければ、ずっ

とこういう問題続くでしょう。過去にもありましたよ。給食の問題からずっと引きずってるじゃな

いですか。その反省はないんですか。おかしいじゃないか、自分たちの言ってることが。 

こういう中で状況があったとすれば、私、この後で言いますけど、被害届を被害を計算して、は

っきりすりゃ、もう一発で出るじゃないですか。警察だってそんなことは拒否をしないです。しま

せん、絶対にしません。 

いいですか。次、申し上げます。よく聞いてくださいね。 

私がお聞きしたとこからによりますと、元支配人が３２１号室、特別室に泊まり続けていたこと、

これはもう、ずっと明らかになってます。頻繁に同じ業者が来て、温泉に入り、生ビールを従業員

のいる前で、ビールサーバーから自由勝手に飲んでいたんですよ。こんな状況、想像できますか。

従業員のいる前で、業者が、他人が来て勝手にただで飲んでた。 

皆さん、思い出してください。これ、市長への直送便に書いてあるじゃないですか。もう、平成

２７年の２月１９日の段階で、こんなことはわかったんだ。これが損害じゃない、違いますか。 

まだ申し上げますよ。毎晩のように、３２１号室で同じ業者と宴会をしていたんです。夕食の接
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客が支配人が終わると、８時ごろ、支配人と、さっき言った同じ業者が厨房で、食材の刺身を山盛

りに切っていた。従業員の前で切ってたからわかるんだということですよ。 

これだけ状況として出ているのに、まだ、皆さんは判断がつかないと言ってることがおかしいと、

私は申し上げているんです。支配人の、業者と毎晩のように酒を飲んで寝泊まりしている振る舞い

が、従業員の前で、この後ですよ、あんなことが許されていいんかというふうに話になっていたら、

支配人はこう言ったそうです。私は、市長から権現荘経営の全責任・全権限を任されている。私が

何を言って、やっても許されるんだと、こういうふうに言ったそうです。何人も、みんな聞いてい

ます。これは確かめましたか。市長は全権限与えたんですか、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

権限の話については、この前お話を申し上げたとおりで、昨年の９月の議会において、能生事務

所長、それから現場の管理する支配人の裁量権・権限・責任、こういうものをお話しいたしました。 

管理の状況では、これまでも言ってきておりますが、能生事務所に管轄する出先機関としての権

現荘という位置づけでありますので、そういう中での支配人の権限ということであります。 

また、これまで今の市長への便り等のお話もございましたけれども、それらの状況も踏まえて、

これまでの間に議会のほうにも、総務文教常任委員会を初め、調査の聞き取りの状況を、何度とな

く議会の皆さんのほうからのご要請も踏まえまして、調査の結果を報告をしてきたとこであります。 

さらには、こういう調査も必要だ、ああいう調査も必要だ、この部分はどうだという、調査の再

度の再度の要請等もございまして、本年３月の時点で、これ以上、私ども内部で明快な判断材料の

客観的、第三者が客観的に判断するような資料がないというような状況から、警察に相談をさせて

いただいてということで、お話をさせていただいたとこであります。 

今、おっしゃられたような状況は、なかなか状況の判断材料がないもんですから、警察のほうで

相談をさせていただく中で、現在、捜査が進められているという状況でありますので、その状況を

踏まえながら、私ども、対応していきたいと思っておりますけれども、先ほど、私、報告、お話し

申し上げました８月９日の総務文教常任委員会に報告をした、元支配人からの申し出の状況もある

ことから、その対応について弁護士に相談をしながら、対応について協議をしているということで

あります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうしますと、先ほど私が申し上げた、その業者とのやりとり。もう毎晩のように、酒、宴会を

やっていた。その酒、つまみ、全部無銭で飲食していた。さらには泊まっていた。これは、裁量

権・権限を与えた範疇に入ってるんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

古川議員が聞き取りをしたその状況が、どのような状況でその内容を話しされたのか、よくわか

りませんけれども、これまでの私どもの聞き取り調査の内容については、既にもう報告をさせてい

ただいたところが、聞き取りの内容でございます。今、おっしゃられる部分については、これまで

の中にも含まれていたかと、調査をした中にも含まれていたかというふうに思っておりますけれど

も、繰り返しになりますけれども、さらにの調査という部分については、先ほど言いましたように、

それぞれ話の聞き取りの内容に違いがあって、それを客観的に確認できる資料がないもんですから、

先ほど申し上げたような形で、私ども内部の調査では限界があるというふうに、申し上げてきたと

こであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

じゃ、もうこれでやらないという、あたかもそのようには聞こえますけれども、私は、新たな問

題を提起したんです。新たな問題を提起したんですよ。この業者との癒着、腐敗癒着、無銭飲食行

為、これが不正を疑われることが明白なんですよ。行政みずから積極的に、この業者との腐敗の癒

着行為、徹底的に調査・解明・報告するように求めたいと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

以前からもお答えしているように、そういう情報もあります。そういうのも、やはり我々といた

しましても、告訴も辞さずの部分もございます。だけど、やはりそれに対してしっかりとした裏づ

けのない中において、訴えていっても、どのようになるんだという、非常に我々といたしましては、

やはり不安な部分があるわけでありますので、そういったもんは、やはりしっかりとした確たる証

拠が欲しいという部分があるわけであります。そういったとこも踏まえて、今、弁護士と相談しな

がら進めておる状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

じゃ、調査しないってことですか、これは。このまんまにしておくっていうことですか。こんな

に明らかになってるんですよ。１日や２日じゃないんです、この方が来て無銭飲食をしたのは。こ

の直送便にも書いてある、毎週来てるって書いてあるじゃないですか。この書いた方は、見てたわ

けですよ。こんなに事実は明らかになってるのに、まだやらないっていうのはおかしいんじゃない

ですか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

それも一つの、やはりこの証言でございますし、ほかのやつもそうでございます。それの裏づけ

というのは、やっぱり、私は探さなくちゃいけないんだろうと思っています。それは我々の調査、

内部調査でかなり調べました。そういう中において、なかなかそれを裏づけるものがないから、

我々も、今、悩んでいる状態でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そういうふうにおっしゃいますけれども、業者の方に聞いたことありますか。業者に聞き取りし

ましたか。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市の調査では、そういう類いのこと、ありましたけども、今、お聞きするようなそんなひどい状

況というのは、今まで調査の中ではなかったと思っております。 

したがいまして、今、業者と言われましたのも、私らちょっと、今ここではどの業者なのかわか

りませんので、後ほど教えていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

じゃ、２番目であります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

再開を１３時といたします。 

 

〈午後０時０２分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

２番目であります。 

聞き取りをしたのは、元市職員ということになっておりますが、これは能生事務所の職員の方で

したか。その方の勤務形態っていうか、業務形態っていうか、それを２点、教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

主に、能生事務所に勤めておりまして、権現荘のほうへ行きまして、支援というような形で勤め

ておりました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

毎日、行かれてたんですか。一日、行ってたっていうことですか。そこの中身も教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

すみません。それについては、所長の私、承知しておりませんので、ちょっと確認をした上で、

お答えさせてください。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後１時０１分 休憩〉 

 

〈午後１時０２分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



 

－ 248 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

失礼いたしました。 

清水という職員でございますけれども、能生事務所で勤務をしておりまして、権現荘のバックア

ップというようなことで出かけておりました。毎日ということではございませんし、行っても一日

のときもあれば、数時間のときもあったというふうに聞いてはございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

今、毎日ではない。行っても数時間のときもあった。一日のときもあったのかもしれません。 

その方が、まさにこの証言の中で、支配人と同じことを言ってるんですよね。一、二時間いたん

だ。それも、毎日、来ることのないコンサルタントの社長ですよ。おかしくないですか、これ。こ

んなにはっきり同じことを答えるってこと自体が、私はおかしいと思うんですよね。行政の皆さん、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほどの調査の内容については、聞き取った内容を、そのまま記載して報告をさせていただいた

ということであります。その時点で、聞き取った内容を確認の上、そのまま書いているんで、おま

え、それうそだろうとか、そういうようなことでの聞き取りはいたしておりませんで、状況を確認

を聞かせてくれということで、状況の内容を詳しく聞いたものを記録し、報告をさせていただいた

ということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

私は、毎日行っていたわけではないという、この職員の方が証言をされて、皆さんがお聞きにな

ったんだと思うんですけれども、毎度毎度、来たら一、二時間で帰ったって、こんなに詳しくわか

るって、これはおかしいなとは思わんかったですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

話をした元職員について、どのような場面で遭遇してきたかっていうのもあろうかと思いますが、
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自分なりに会ったり、ほかの従業員の方の話を聞いたりした中で、そのような話を聞き取りの中で

言ったんだというふうに、理解いたしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

まともにお答えになっていらっしゃいますけれども、私は、裏づけをするような形で、それも毎

日行ってた職員の方でない方がわかるってこと自体が、私はおかしいんではないかというふうに申

し上げているんです。 

３番目に参ります。 

権現荘職員の研修旅行ということでありますが、業務上の研修旅行として旅館を休業にして、権

現荘業務として行われたんだかどうか。この点について間違いありませんか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

３点目のご質問の、権現総従業員の視察研修ということだと思っておりますが、この期間は、ち

ょうどリニューアル工事をしておりました。そのような状況から、リニューアル後のオープンに向

けて、朝食のプランを充実をさせたい。また、それを対応する職員の研修も含めて、先進地に出向

いて視察研修を行うということで、このときに、先ほど市長が申し上げました山形県、それから長

岡市のほうに出向いて研修を行っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

きちっと、ずばっと答えてもらいたいんですが、これ、業務上として研修旅行というふうに認め

たんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

これについては、職員・従業員の自主研修という形で、宿泊あるいは飲食の費用については、自

己負担という形で研修が行われております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 
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自主ということになりますと、いわゆる業務上でということになると、旅行届等々、目的書いた

もの、それぞれの書類が出ていなければならないと思うんですが、自主ということになると、こう

いうものはあるんですか、ないんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

おおよその計画の日程等については、話を聞かせてもらって承知いたしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

ただ、視察研修に出るっていう話になると、糸魚川を離れるわけでありますので、この点につい

ての、ここにはそれぞれ権現荘から行政のほうに、どういうふうな届けが出たんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほども申し上げましたけれども、職員・従業員の自主研修ということでございますので、休み

の取り扱いの中で実施をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

休みの中でっていうのは、それは従業員が休みだっていうことですか。旅館が休みだって、どっ

ちですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

この日は、１月の７日から１月の９日ということでございますけども、権現荘は休館ということ

でございました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 
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権現荘の休館については、今、能生事務所長が言ったとおりです。 

それから職員のほうは、先ほど申し上げましたように、休みという取り扱いの中で実施をいたし

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

休みだったんですね、従業員のほうも。それで、自主的に行ったということになるわけですよね。 

それは、行政のほうに、こういうことをしますということは、それぞれ権現荘から出て、それを

許可したと。能生事務所が、それを許可したということになるんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

自主研修をするという形の中で計画の話があって、能生事務所のほうで、その実施について認め

たということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

自主研修でありますので、これの研修結果等々は、これは行政のほうでは求めたんですか。ある

いは権現荘から、その報告はあったんですか。どちらでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

報告書というのは、特にいただいておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

報告を受けていないっていうことであれば、この２泊３日の中で何が行われたのか。要は目的が

あったわけです。朝食の、どういうものを出しているかっていうようなものを、研修に行くんだっ

ていう理由が一つはあったわけですよね。だけど、話を聞くと、２泊３日の中で、そんなことをや

ったっていうことは、一切ありません。ありません。これは証言であります。これは、お聞きにな

ってますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

今ほど、報告書について、ないということでお答えしたところなんですけども、職員のほうから

は、何と何についてというようなことで、見聞きしてきたというようなことは伺っております。 

その内容につきましては、一つには、新潟県一の朝食を目指してというような形の目的を持って

行ったというようなことでございまして、山形県の旅館、それと長岡市の旅館については、朝食に

ついては非常に定評のある宿だというようなことで、行ってございます。 

それで、当日、宿に泊まる中で、朝食については、あるいは旅館の雰囲気ですとかそういうよう

なものも、あわせて見聞きしながら、参加した職員が、それぞれにスキルアップを図ってくるとい

うような形で来たんだろうというふうに聞いてございます。 

それで、朝食については、朝行って食べたところ、権現荘のこれからリニューアル後の食事場所

と、そんなに大きさは違わないんだけれども、随分広く感じたというようなことで、その広さをう

まく使うというような形のお話もあったというふうに聞いておりますし、それまでの権現荘で行っ

ておりました朝食サービスの品数については、２５から３０ぐらいだというような形であったんで

すけども、４０種類以上あったんではないかというような形で、そういうようなものについても見

聞きしてきたというような話を聞いてございます。 

それについて、リニューアル後については、そういうようなものを参考にしながら、今のレスト

ランをレイアウトしたというふうに伺っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

今、お聞きしますと、随分立派な視察研修だったような感じを受けます。 

私が聞いたところによれば、ここを出発して、直江津で全体が集まって出発した。出発した途端

に、車の中でもう宴会状態だったって。酒を飲んだっていうことなんですよ。旅館に着いて、みん

なで風呂へ入って、すぐもう夕飯、宴会だったって言うんですよ。 

見聞きしたって、それは見えますわ。聞いたのは誰と誰か、そこをちゃんと調べたんですか。全

くそんなものはないっていうふうに言ってますよ。宴会をしたんだって、着いた瞬間、その後。普

通の慰安旅行として、同じような行程をとったんだっていうふうに言ってますよ。視察、どこにそ

んなことがあったんだって。誰に聞いたんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

道中のことについては、私、承知しておりません状態でございますけれども、研修の目的という

ことで、先ほど申し上げましたように、リニューアル後の朝食プランの充実を図るために、料理の

内容とか雰囲気とかというもののほかに、従業員の接客とかそういうものについての研修というこ

とで言われております。 
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古川議員が、どなたのご意見でお聞きして言ってるのかもわかりませんが、参加した８人の中に、

それぞれ感じている個人差はあろうかと思っておりますので、何も得るものはなかったっていう方

もいらっしゃるのかもしれません。そこまで１人ずつの、先ほどの能生事務所長のとこでは、１人

ずつの報告というよりは全体的にそういう感想で、研修の結果を聞いておるということであります。 

リニューアル後のオープンに向けて、みんなでリニューアル後の取り組みをしていこうじゃない

かということでの自主研修だと聞いておりますので、そのような目的が少しでも達せられたんでは

ないかというふうに感じております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

いいようにとれば、そういうふうになるんでしょうけど、全くそんなことはあり得なかったとい

うふうに言ってます。誰か。参加した人です。参加した人が言ってるんだから、間違いないでしょ

う。誰かから、私、聞いたわけじゃありません。 

その８人、参加したっていうふうにおっしゃいましたよね。その内訳、ちょっと聞かせていただ

けますか。全員が、権現荘の職員の方だったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

お答えいたします。 

参加者につきましては、全部で８名でございます。支配人、それと料理長、それとあとフロント、

サービスの方ということでございます。当日の朝になりまして、１人がどうしてもぐあいが悪くな

ったというようなことでございまして、追加で１人参加しているっていうことで、合わせて８名で

ございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

８人の内訳でございますけれども、元支配人、それから権現荘の従業員で自主研修を予定して、

実施いたしております。 

ただ、従業員の中に、当日の朝になって、ぐあいが悪くなったっていう方、急遽欠席の方が出ま

した。宿泊先の場所には、団体ということで申し込みしてあったと。団体割引を得られるようにと

いうことの、取り計らいをしてあったというふうに、後ほど聞いております。そういう中において、

当日１人欠席になって、団体取り扱いにならなくなってしまうもんですから、元支配人のほうで、

自分の知り合いの方を、当日、急に行ってもらえないかという話をした上で、８人にして団体取り

扱いができるようにして行ったんだということで、後ほど、後日そのような話を聞かせてもらって
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おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

支配人と権現荘の職員の方は何人だったんですか。 

当日、これは頼まれた方が乗ったということですから、これ権現荘の職員の方じゃないと思いま

すけど、その内訳、きちっとお話しください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

８人の内訳は、元支配人が１人、それから能生事務所の職員が１人、それから先ほど申し上げま

した、当日急に支配人の知り合いで、急に参加された方が１人、残り５人が従業員ということにな

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうすると、支配人を入れて、権現荘の方が６人、業者の方が１人、能生事務所の職員が１人、

これ初めてですよね。能生事務所の職員が行ったっていう理由は何でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

能生事務所の職員も、先ほど申し上げておりますように、権現荘を所管担当する職員がおります

ので、支配人といろいろ連絡をとったりというような内容を、これまでも実施いたしております。

せっかくのリニューアル後のオープンに向けての自主研修ということで、能生事務所の職員も同行

をいたしております。休みについては、同様の取り扱いであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

先ほど、研修旅行の中身をお聞きしました。わざわざ、行政の職員がついていくような研修旅行

だったのかって、私、聞いてるんで、その理由を聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 
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○総務部長（金子裕彦君） 

先ほどのお話、お答えと重なってまいりますけれども、従業員、当然、能生事務所で権現荘を担

当している職員については、権現荘の従業員の方、あるいは元支配人と、今後の運営についても連

携をとりながら進めていく必要があるということで、自費研修に計画をされたもんですから、能生

事務所の職員も同行して、先進地の状況を見学・視察してくるということで、この研修には参加い

たしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そういう研修旅行に行く必要があったのかって、私は聞いてるんですよね。 

答えてもらえないから、次、行きますけど、交通機関は何を利用されたんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

交通手段としては、自主研修で職員が共同で行くというようなことから、市の庁用車を利用いた

しまして、８人が乗って参りました。これは、職員が自主研修をするという計画を、能生事務所で

認めて、その中で庁用車の利用についても所定の手続をとって、庁用車の利用を認めたとこでござ

います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

中身を聞けば、そこまで準備をしてやる必要があったのかという気もいたしますけれども、この

方、能生事務所の職員の方は、業務上として行ったんであれば、それは出張命令等々、出てますよ

ね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げましたように、職員、それから従業員も休みという取り扱いの中で、自主研修を

実施いたしております。したがって、業務の職務命令というような形のものは行っておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 
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○１６番（古川 昇君） 

じゃ、この職員の方は仕事で行ったんですね。違いますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど来、申し上げておりますように、自主研修という形のものですから、休みをとって自主研

修を行ったということで、能生事務所の職員も同様の取り扱いであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

公用車の利用の規定は、これはみんな休みをとっている人が公用車を利用して、視察研修とはい

えども、だけど能生の権現荘の中身だとすれば、公用車を利用してもいいということなんですね。

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

通常、職員の自主研修については、１人で行く場合、２人で行く場合っていうのが非常に多うご

ざいます。今回の権現荘のケースにつきましては、共同で８人の者が計画をしていくというような

状況の中で、庁用車の利用を認めて、共同で一度に行ったほうが利便性も高いだろうというような

ことから、庁用車の利用について認めたものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

みんな休みとって、仕事でもないのに公用車を認めたって、おかしくないですか。自分で話をし

ていて、おかしいと思いませんか。そういうので公用車を利用するという規定があるんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほどからお話ししておりますように、権現荘リニューアル後のオープンに向けてのプランの研

修であったり、あるいは職員の接客サービスの向上を目指すというところでの自主研修であります

ので、リニューアル後の権現荘のサービス向上に役立つ、そういう自主研修であるというところで、

庁用車の活用を認めたとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

じゃ、皆さんにお願いします。実態がどうだったかっていうのは、必ず調べてください。お願い

します。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど来、古川議員からおっしゃられてるお話も含めまして、研修の状況、中身についてどうで

あったかというのは、いま一度、話を確認させてもらいたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そうしますと、このガソリン代金、それから車両の使用代金、これはどなたが負担されたんです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

庁用車の管理の中でということでありますので、ガソリン代金については、庁用車の管理の、市

の会計の中で負担したということになります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

中身はともかく、市の公用車を使って、そのガソリン代もみんな市が払ったって、こういうこと

で理解していいんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど来、申し上げておりますように、職員・従業員の自主研修という形で実施をされておりま

すけれども、リニューアルオープン後の職員のサービス・接客等の対応向上につながる部分がある

ということで、公用車の利用を認めたとこであります。ガソリン代については、今、言うように、

市の負担で対応したということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

市の職員が運転をしていって、市の公用車を使った。もし、事故が起きていたとすれば、誰が責

任とるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

万が一、事故が起こったという場合については、車の所有は市でありますので、車の市の入って

いる保険等で対応するということになろうと思っております。事故は運転していた者が、第一義的

な責任を負うんだけども、車の所有者としての市の責任という部分も、保険対応等で生じてまいる

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

業務でなかったという方が運転して行ったって話になると、これは話が別になるんじゃないです

か。そんなに、今、お答えになったような簡単にはいかないでしょう。休みとって行ってるんだも

ん。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

一時的に市の車の利用を認めたということで、貸し出しをしているというような状況に当たるの

かなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

それからもう１つお聞きします。 

当日、業者の方が行ったっていうふうな話であります。話をお聞きしますと、１名欠席は、もう

計画が出た段階から、１名欠席だったんだ。行かないと言っていたんですよ。証言にあります。

１２月の最初に計画をしたときに、私、行きませんと。最後まで、その人は行きませんと言って、

行かなかった。当日というのは、これ、明らかにうそです。議会の中でもこれを、元支配人は答弁

したんですよ。当日、相手に迷惑かかるというふうに言って、当日を強調した。これうそです。調

べてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

土田能生事務所長。 〔能生事務所長 土田昭一君登壇〕 

○能生事務所長（土田昭一君） 

その点につきましては、私のほうも、そのように承知しておりませんので、確認はいたしたいと

思っております。 

それと、あと１点でございますが、ちょっと訂正をお願いいたします。先ほどの参加者の中で、

フロントと申し上げたのでございますけども、正しくは厨房でございます。失礼いたしました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

ぜひ調べてもらいたいと思うんですが、これが本当であれば、議会の中で偽証したっていうこと

になるんですよ。実際には、全く違うところ。議会の中でそういうふうに言われて、とっさに言わ

れたときに、こういうふうに断ればいいんだっていうふうに、軽く議会を見ているんじゃないです

か。その点どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど、能生事務所長が答えましたように、その状況・事実をいま一度、確認・聞き取りが必要

だと思っております。今の時点では、何とも申し上げようがございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そのときに、元市職員の方が参加しているということですので、２泊３日の中で何が行われたの

か、きちっと調査してください。その点もお願いします。確認できますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど、古川議員のほうから同じようなお話があったかと思っております。研修に参加した状

況・結果はどうであったかを、いま一度聞いて確認するようにというようなお話があったかと思っ

ております。それについては、参加した方にどのような研修内容で、先ほど能生事務所長が言いま

したけれども、再度、参加した人、どういう状況でどんな感想であったかという点について、確

認・聞き取りをしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

ぜひ、その点はお願いをしたいと思います。 

１番に戻ります。時間が余り残っていないんでありますが、この在宅介護の状態で、特養の入所

希望者、これは多分、数は減ってるというふうに、何度もお話をいただいておりますけれども、

３・４・５の中で、特に急いで対応を迫られているような希望者、どのくらいいらっしゃいますか、

お聞きします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えをいたします。 

ことしの２月１日の調査でございます。要介護３・４・５の方の入所希望者については、合計で

１０３名おられます。そのうち緊急、迫られているという方ですが、そのうちの独居世帯の方を数

えますと、１３人いらっしゃいます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

特にその１３名の方々、これは事業所と、きちっとお話をしないといけないと思うんですが、こ

れはどのように事業所の方々とお話をされているか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

特別養護老人ホームの入所に関しては、各特別養護老人ホームが、その県が示している入所の指

針に基づいて、入所判定を行っているところでございます。そういった点で、各希望者、入所を希

望されている方、もしくはご家族等への了解は得られているというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

そこは、きっちりお願いします。行政の皆さんも入ってのお話ということで、お願いしたいと思

います。 

それから、地域密着型の運営推進会議、これの報告がネットのほうに、もう随分おくれているよ

うに思うんですけど、これ原因、何でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

地域密着型サービスのそれぞれの施設の運営推進会議につきましては、それぞれきちんと行われ

ているところでございます。 

ただ、私どものほうに、その会議録が上がってくるわけなんでございますが、そういったものが

なかなか、何といいますか、データとしていただくんですけども、その中を確認をした上で、個人

名等あった場合は、そこの部分は削除してホームページのほうに載せていただくといったようなこ

とで、私どものほうの作業がおくれているといったような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

それは急いでもらいたいと思います。ことしに入って、１回も出ていないんです。もう半年には

なりますけど、１回も出てないというとこです。 

それから、ヒヤリハット、あるいは事故がふえているんでありますが、これの原因、何かとお考

えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

今ほど申し上げました運営推進会議の記録の中といいますか、その会議の中でも、ヒヤリハット

の内容というのは取り上げられて、最近、割と取り上げられてくるようになってきたなというふう

に思っております。件数についても、若干、増加しているのかなというふうに考えておりますけれ

ども、なかなかその原因とか背景というのは、ちょっとそれぞれのケースがございますので、つか

みにくいなというふうに思っておりますけれども、そのあたり、各そのケースごとにそれぞれ事業

所側が確認をしているものと思っておりますし、運営推進会議の中でそういったものを話ししてい

くということは、そういったものを隠し立てしないで、こういったことがありましたということで

発表しているということで、またそこの運営推進会議に来られる民生委員さんであったり、その他

の関係者であったりといった中で、情報共有する中で、また、そういった解決策も導けるものとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古川議員。 

○１６番（古川 昇君） 

この介護人材の不足であったり、あるいは介護の質の問題であったりするわけであります。地域

密着型施設っていうところは、きちっと、これからもやっていただきたいというふうに思います。 

以上を申し上げて、私の質問を終わります。 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で古川議員の質問が終わりました。 

次に、田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 〔９番 田原 実君登壇〕 

○９番（田原 実君） 

糸魚川２１クラブの田原 実です。 

発言通告書に基づき、以下質問をいたします。 

１、公共交通と乗り物を生かす、定住と観光のまちづくりについて。 

(1) 市内公共交通の現状と課題について伺います。 

(2) 糸魚川市地域公共交通網形成計画に定める、鉄道利用向上、バス利用向上の施策について

伺います。 

(3) モビリティ・マネジメントへの取り組みについて伺います。 

(4) 公共交通の新しいニーズを考えていますか、伺います。 

(5) 大糸線全線開通６０周年、えちごトキめき鉄道、えちごトキめき鉄道リゾート列車雪月花、

サイクルトレイン、北陸新幹線、鉄道ジオラマの活用について伺います。 

なお、通告書には書いてありませんが、リゾート列車雪月花に関しては、参考テキストと

して、旅と鉄道２０１７年の７月号、鉄道ジャーナル２０１７年１０月号を参照願いますと

いうことで、事前に事務局より担当課に伝えてあります。 

(6) 市内観光スポットを公共交通でめぐる仕組みづくりについて、特に国石ヒスイと関連する

市内の海岸、ヒスイ峡、フォッサマグナミュージアム、ガーデンミュージアムへのアクセス

と利用性向上の施策について伺います。 

２、ロケーション（景観）を生かすまちづくり、再生とにぎわいのまちづくりについて。 

(1) 糸魚川市駅北復興まちづくり計画では、糸魚川らしさ、糸魚川の個性についてどう考えて

いますか、伺います。 

(2) 被災した区域、周辺区域が最も繁栄したときの人口、なりわいの業種、産業について伺い

ます。 

(3) 観光客リピーターでにぎわう長野県小布施町は修景という手法でまちづくりを進めていま

す。また、オープンガーデンが住民の自主的なまちづくりへの参加を促し、そのことが観光

客に喜ばれています。この小布施流まちづくりが、多くの方から評価されています。糸魚川

でも参考にして、糸魚川流まちづくりを進めるべきと思いますがいかがですか。 

  なお、通告書には書いてございませんが、小布施の修景については、東京理科大学名誉教

授で、小布施町まちづくり研究所所長、川向正人さんの著書、小布施まちづくりの奇跡を参

照願いますということで、事前に事務局より担当課に伝えてあります。 

(4) 私がこれまでの一般質問で提言してきた、水・緑・木の空間を配置し、すてきな景観と防

火の両面をあわせ持つまちづくりの推進について、再度伺います。 

(5) 私がこれまでの一般質問で提言してきた、被災場所北側国道８号の手前に南向きの斜面を
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つくり、日当たりのよいテラスハウス集合住宅や、日本海を見渡す（仮称）希望の丘海望公

園をつくり、定住と移住と観光につなげることについて、再度伺います。 

  なお、道路の上につくる公園の例として、新潟市白山神社前の公園、白山公園、これはエ

レベーターと駐車場を備えたものでありますが、土地の複合的な活用の実例と考えますので、

参照願います。 

以上、１回目の質問です。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、人口減少やマイカー利用などによる、公共交通利用者の減少が

あると認識いたしております。公共交通網の見直しが課題と考えております。 

２点目と３点目につきましては、計画では市民・交通事業者・市が協働し、地域の実情に即した

持続可能な地域公共交通の実現に向けて行う施策を定めており、地域公共交通協議会と連携をしな

がら、今後、これらの施策を実施してまいります。 

４点目につきましては、広域観光ルートの開発や、生活利用での不便さ等から、公共交通の利用

を諦めていた潜在的な需要の掘り起こしが考えられます。 

５点目につきましては、大糸線全線開通６０周年記念の取り組みを機に、ＪＲ西日本・えちごト

キめき鉄道・県との連携をさらに深め、雪月花の新たな魅力創出、サイクルトレインや鉄道ジオラ

マの積極的な情報発信により、鉄道を活用した観光誘客に取り組んでまいります。 

６点目につきましては、北陸新幹線開業により、糸魚川駅から観光施設への二次交通の需要が高

まっており、ガイドつきの定期観光バス、マリンドリーム能生や親不知ピアパークなどへのシャト

ルバス、登山タクシーなどを展開してまいります。今後も、新たな取り組みを検討してまいります。 

２番目の１点目につきましては、加賀街道や松本街道など、広域の拠点に栄えた宿場町として、

雁木のある町並みと捉えております。 

２点目につきましては、卸・小売業の事業者数が最も多かった、昭和５０年代の大町地区と本町

地区の人口は約１,５００人で、飲食料品の小売業、飲食業が多くを占めておりました。 

３点目につきましては、復興まちづくり計画では市民の役割として、みずからが住み暮らしてい

けるまちの主役として位置づけており、景観だけではなくて、防火や記憶の伝承、にぎわいづくり

などにおいて、住民の自主的な参加を促してまいります。 

４点目につきましては、防火・防災上の役割、住民に安らぎを与える役割、にぎわいを創出する

役割などから、広場や公園を整備することといたしております。 

５点目につきましては、被災地区北側の南向きの土地に、市営住宅を建設する計画を進めている

ほか、日本海を望める場所に公園の整備を位置づけており、良好な居住環境の創出に努めてまいり

ます。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、公共交通と乗り物を生かす、定住と観光のまちづくりについて、２回目の質問であります。 

まずは、明るい話題から。大糸線全線開通６０周年のタイミングで、リゾート列車雪月花が、私

たちの念願かなって、１１月１２日に大糸線を走ります。この経緯について、担当課に伺いたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

雪月花につきましては、えちごトキめき鉄道が会社を始めたころから、熱心に取り組まれておっ

たリゾート列車でございますが、そのリゾート列車が糸魚川に来るということで、糸魚川管内にあ

る在来線、当然、えちごトキめき鉄道もございますが、大糸線もあるといったことで、大糸線の活

性化、あるいは利用促進に寄与できるといったことから、市としましても、前々から何とか大糸線

に乗り入れていただけないだろうかといったことを要望してまいりました。 

その結果、この機会に、６０周年記念といった大きな節目のときに、乗り入れていただけるとい

う、大変いい結果になったと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

このチャンスを捉えてどのように生かしていくか、建設課と交流観光課に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

建設課としましては、大糸線自体、なかなかその沿線の状況から、市民の皆さんになかなか乗っ

てもらえない状況にあるのかなというふうには考えております。そんな中で、建設課としてはそこ

の部分も含めてどういった形で、皆さんに愛される大糸線になれるのかといったところを、しっか

りと市民の皆さんとお話をしていきたいなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 
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○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

雪月花につきましては、旅行会社等でも非常に関心の高いツールだというように考えております。

ある方に言わせると、キラーコンテンツだといった言い方もされておるとこでありますが、この雪

月花について、これを核にした周遊ルートといったものを、さらにＰＲするいい機会だというよう

に捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ラブ大糸線ということで市民に愛してもらえるようにということで、大変、結構なことだと思い

ます。 

雪月花については、この鉄道雑誌、旅と鉄道７月号のトップに雪月花が出てきます。１０ページ

を使って、糸魚川の観光地も紹介されています。その後、どんな動きがあったか伺いたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

旅と鉄道の７月号ということでございますけども、鉄道雑誌であります。特に、鉄道に関心のあ

る鉄道マニアの方が多く読まれている雑誌だというように思っております。そういったことから、

数字では把握しておりませんけども、より鉄道に関する関心が高まって、それにつられてお客様も

おこしいただいてるんだと思っておりますし、さらに糸魚川の観光スポット、特に駅北の部分につ

きまして、詳細にご案内があるということで、これからの駅北を含めたまち歩き等に、関心が高ま

ってくるというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

こちらの鉄道ジャーナル１０月号は、観光列車の特集であります。夏の雪月花、越後の海と山を

行くということで、１２ページのすばらしい記事と写真。当時の泉田新潟県知事が、この列車で目

指していたことまで解説しているんですよね。 

宣伝効果抜群のこの鉄道ジャーナルですけども、発行部数はどのくらいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 
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１３万部程度とお聞きしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

鉄道ジャーナルのほうは、鉄道ファンが、より詳しい記事をということで、相当、研究した記事

です。旅と鉄道のほうは、どちらかというと一般的な人も、鉄道で旅に出ようよと、いい旅しよう

ねということの特集じゃないかなと、私は思っています。 

この記事が掲載される影響というものを、もう１回伺いたいんですけど、今は、鉄道雑誌も雪月

花の記事によって、糸魚川の復興を応援してくれてると、このように、私、感じるんですよね。こ

れは、やっぱりチャンスをつくっていただいてるんだと思いますけども、これをどう生かしていく

か、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

割烹鶴来家さんにつきましては、雪月花のお弁当をお届けしておられるかっぽうでございますけ

ども、今回の大火でかっぽうが焼けてしまいました。年の暮れでした。新年になってから、雪月花

に積み込むお弁当がどうなるんだろうかなという心配もしておりました。できるだけ早く、仮設で

お弁当をつくっていただけるようにということで、関係機関と連携しながら、何とか新年のお弁当

のお届けに間に合わせていただきました。 

その後、鶴来家さんが、ご自宅のほうで仮設の営業を始められておりまして、私も何度かお昼を

食べにいったことがありますけども、そこで、今、田原議員言われるような雑誌も見せていただき

ました。 

本当に今、この発災後８カ月が過ぎましたけども、全国の皆さんがやはり糸魚川を注目し、糸魚

川を応援してくださっている。その一つに、雪月花の位置づけもあるんだろうなと思っております。

ぜひ、雪月花を利用して、糸魚川においでいただき、糸魚川の食材を楽しんでいただき、また、復

興している糸魚川のまちを見ていただくことも、大変重要なことではないかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

それで、注目を浴びているということへは、これからいろいろと策を打っていただけると思いま

す。ぜひ、このチャンス、生かしましょう。 

それで、私ちょっと気になってることがありまして、糸魚川市民は、雪月花についてどう思って

いるのかなということなんですね。雪月花で糸魚川のイメージアップを図るということが、これか

ら必要になりますよね。キラーコンテンツになり得るんだっていうことであれば、それやっぱりや

らなきゃいけませんよね。 
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まずは、子供たちがこの雪月花に興味を持ってるかなというところなんですけども、ホームに停

車しているとこでもいいと思うんです。この雪月花、世界の最高の賞、デザインの賞をもらったも

のを、地元の子供に見せてあげたいと思いませんか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。〔こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

子供たちに本物を見せて、見てもらう、体験してもらうということは、非常にいいことだと思い

ます。ちょうど１１月１２日、日曜日ですので、教育活動にということは難しいかと思いますが、

こういう列車が大糸線を走るということを、子供たちに学校を通じて伝えて、子供たちに関心を持

ってもらうということは、大事なことかというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

それが、具体的にどのように展開されるかわかりませんけども、雪月花来たら手振ってやろうと

か、そういったとこからやっていったらいいんじゃないですかね。お願いいたします。 

私、常日ごろから、糸魚川が乗り物のまちとして有名になることを考えております。今、新幹線

で首都圏からのアクセスはよくなりました。駅には新幹線と、えちごトキめき鉄道と、あいの風と

やま鉄道と、ＪＲ大糸線が乗り入れてます。路線バス、タクシーに駅前から乗りかえができ、レン

タカーもレンタサイクルも、駅前から利用できます。 

乗り物のイベントも盛んです。日本海クラシックカーレビューは、ことしで２６回目。今回、来

場者が４万人を超えたと、過去最高だと伺いました。ピアパークバイクミーティングや、グランフ

ォンド糸魚川も、全国から参加する人気のイベントとなっています。これが、交流人口拡大と、同

時に市民の誇りとなっていると考えます。 

さて、このことによる経済効果、ＰＲ効果はどのくらいとお考えでしょうか。何か数字を出して

ありますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

まず、経済効果のほうでありますけども、観光庁の経済波及効果測定モデルによりますと、およ

そ入場者数が１万人だとすると、直接効果で約５,０００万円というように試算されております。

ということで、クラシックカーレビュー、４万３,０００人だと５,０００万円の４.３倍といった

数字になろうかと思っております。 

ＰＲ効果につきましてですが、車、バイク、そして自転車とそれぞれ関心の高い層があるわけで
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すけども、それぞれの層への情報発信につながっていったというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

もうちょっと専門的に答えてくださいよ。 

さらに、経済効果を生むように、糸魚川のＰＲに役立つように、また市民の関心を高めるように

すべきではないのかなと、私は思います。 

そこで、もう１回伺いますね。今のこの経済効果、ＰＲ、そこで行政の役割。もう１回、交流観

光課長に伺いたいと思いますし、また、この市民の関心を高めるようにするというところではどう

なのか、その点もお答えいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

例えば、グランフォンド糸魚川につきましても、ＢＳでありましたけども、かつて全国放送があ

ったりといったことで、これが糸魚川市内のみならず、全国への情報発信、そしてそういったマニ

アの方へも伝わるということで、非常に大きな宣伝効果があると思っております。 

そういった、いわゆる全国で評価されているといったことを、市民の皆さんにもお伝えしていき

たいですし、こういったイベントにつきましても、交流観光課として皆さんと連携する中で、ＳＮ

Ｓへの情報発信、あるいはホームページの情報発信といったことで、ＰＲに努めてまいりたいとい

うように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

市民の関心を高める、あるいは誇りに思う気持ちを育てるということで、先ほど伺いましたけど、

子供たちにこの機会を体験するチャンスっていうものを、もっと持ってもらいたいと思うんですよ

ね。そこら辺、行政としてやるには難しい面もあるかと思うけど、やはり乗り物のまち糸魚川って

いうことで、大きくなってからも自慢ができる、まちの自慢できるっていうことは大事だと思うん

ですよね。その点いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本こども教育課長。〔こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

糸魚川市の教育の大綱でも、「わがいといがわ」と言える子供たちをつくろうということが、ス
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ローガンとして掲げられております。子供たちに誇りを持って暮らしてもらう、生活してもらうた

めにも、関心を持ってもらうことは大切なことかと思います。 

大糸線がすぐ走っております、例えば大野小ですとかというところ、また、やまのい保育園さん

なんかも、子供たち、大糸線を通るたんびに手を振ったりということもしております。地域の交通

網についても関心を持ってもらうっていうことも、非常に大事かと思っておるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

この際、公共交通について、ＤＭＯ的な見地から伺っていきたいと思います。 

乗り物を生かした糸魚川の観光と誘客ということで、まだ伸びしろがあると、私、考えますが、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

全国的にも、乗り物に関心が高いといった層は、非常に厚いものだと思っております。そういっ

た層に対して、キハ５２であり、あるいは今の雪月花であり、またジオラマの模型だったりといっ

た、数多くの鉄道に関する資産があるわけです。これを、積極的に情報発信に努めていきたいと思

っておりますし、さらにやっぱり、今の旅と鉄道、そして鉄道ジャーナルの中にも書いてありまし

たけども、新幹線で東京から２時間で行くんだといったことが、両雑誌にも書いてあります。その

新幹線効果を、２時間で来るんだといったことをもっと前に出しながら、多くの方から糸魚川にお

越しいただけるような取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

そこで、新幹線の利用と糸魚川駅からの二次交通について伺いたいと思いますが、新幹線利用者

で、観光目的で糸魚川へ来る人はどのくらいいるのか。また、糸魚川駅からどこへどのように行く

か、調べてありますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

建設課として、新幹線の利用促進といいますか、利用状況を確認するために、定期的に乗降人数

については調査しておるところでございますが、その利用目的について、どういった形で分かれて
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いるかといったような調査は、今のところ行ってございません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

交流観光課では、毎年秋に、観光動態調査を実施しております。これは、マリンドリーム能生や

フォッサマグナミュージアム、高浪の池、ジオパルといった施設で、そこにお越しいただいた方が

どうやって来られたか、そしてどういう目的で来られたか等をお聞きしている調査を実施している

とこであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

新幹線のＤＭＯ、大事ですよね。 

次に、えちごトキめき鉄道や、あいの風とやま鉄道で、糸魚川へ観光に来る人はどのくらいです

か。糸魚川へ来て、どこへどのように行き、何をしていくんでしょうね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

建設課としては、先ほどと同様なんですけれども、大糸線につきましても、どのぐらいの乗降人

数があるかの調査を行っておりますし、えちごトキめき鉄道でございますが、これにつきましては、

朝の高田方面への乗降者数、あるいは混雑度、そういったものについて調べておるところでござい

まして、目的別に調査は行ってございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

調査してないんで、次の質問、無駄になるかと思いますけど、一応、質問しますね。 

鉄道からバスに乗りかえて、市内観光する人はどのくらいいるんでしょうか。その目的地はどこ

ですか。乗りかえは便利だったんでしょうか。どうしてバスだったんでしょうか。幾らの金を交通

費にかけたんでしょうか。安いと思ったんでしょうか、高いと思ったんでしょうか。 

こういったことを、ちゃんと調べておく必要があるんじゃないかと思うんですよね。この点につ

いていかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

交流観光課では、定期観光バス、あるいはマリンドリーム能生、さらに親不知ピアパーク等へ行

くバスを運行しております。 

こうした中で、アンケート調査を実施しているとこでありますけども、まず、路線バスを利用す

るといった方は、タクシーと比べると運賃が安かったといったお話を聞いております。 

また、シャトルバス利用者のアンケートで、料金的にはちょうどいいと答えた方が７３％、高い

と答えた方が１７％、安いと答えた方が１０.５％といった数字が出ております。 

ただ、乗りかえについては、ふなれな観光客にとっては、まだまだ便利とは言えない状況がある

というように、お話の中で聞いておりますんで、その乗りかえ案内等について、さらに改善を図る

必要があるというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

課長の一番最後のその答弁のところ、大事なんで、しっかりこれからやっていただきたいと思い

ます。 

次に、ちょっと鉄道と自転車との組み合わせについても伺いたいんですけど、ＤＭＯなんですけ

ど、鉄道で来て、自転車を利用する観光客はどのくらいいるんでしょうか。その目的地はどこでし

ょうか。自転車でどんなコースを回っていかれるんでしょうか。自転車は自前ですか、レンタルで

すか。糸魚川に宿泊するんでしょうか。ご飯はどこで食べていくんでしょうか。幾らくらいのお金

を使うんでしょうか。 

こういった調査、必要になってくると思うんですけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

先ほどの観光動態調査の中で、自転車を利用したという方が、マリンでは１.４％いらっしゃい

ました。フォッサマグナミュージアムでは２.２％ということでありますが、一方で高浪の池はゼ

ロといったような数字が出ているとこであります。 

レンタサイクルに関しての状況でありますけども、去年、レンタサイクル、糸魚川駅周辺で貸し

出しをしておりますけども、利用人数が５２０人ということで、前年比１３６.１％といった増加

傾向にあります。 

どこから来られましたかという質問に対し、１位が東京で２３％、２位がスイスで１２.５％、

３位が神奈川で１０％といった数字であります。 
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どちらを周っているかということですが、谷村美術館やフォッサマグナミュージアム、糸魚川市

内の海岸、久比岐自転車道、マリンドリーム能生といったことをお聞きしております。 

飲食につきましては、市内の飲食店や道の駅でお召し上がりで、その平均金額でありますが、

１,２６０円といった調査結果がまとまっているとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

質問を変えます。 

糸魚川市の石、ヒスイが日本の国の石になりました。ヒスイは糸魚川の観光の大きな目玉です。

ヒスイと関連する市内の海岸や、小滝ヒスイ峡への公共交通でのアクセスを調査・分析し、新しい

ニーズへの対応や利便性向上の施策はできていますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

糸魚川押上のヒスイ海岸、そしてラベンダービーチとも路線バスで行くことができます。基本的

には、ご案内は路線バスといった案内をしておりますが、中には、その時間ではということで、タ

クシーをご利用いただくといった方も多くなっております。 

また、ヒスイ峡につきましては、路線バスは運行しておりませんけども、定期観光バス、これ、

秋に運転しておりますが、そういった対応をさせていただいております。 

いずれにしましても、利用者のニーズを踏まえる中で、的確な対応をしていきたいというように

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

アンケートの数字の結果だけ見て、何か利用が少ないからニーズがないっていうんじゃ、まずい

と思うんです。今回の質問は、新しいニーズをどう考えていくかっていうとこなんです。 

それで、糸魚川駅から、えちごトキめき鉄道や、あいの風とやま鉄道で、ヒスイのある海岸や施

設へ行く案内はありますか。押上海岸、青海海岸、親不知に行くには、そういった鉄道の利用、こ

れからどのように考えていかれますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 
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きのうも、朝のテレビ番組で糸魚川のヒスイ探しといった番組が、全国放送されたということで

あります。 

８月の案内所への問い合わせですが、１８０件あったということで、非常にヒスイ探し、ヒスイ

に対する興味というのは高くなっているのかなといった形であります。 

こうした中で、基本的にはそれぞれの４カ所あります観光案内所で、いろんな情報提供に努めて

いるとこでありますし、それから自由通路のほうにもパンフレットコーナーと、あるいは見どころ

の紹介といったものをしているとこであります。 

こういったところを通じながら、ヒスイに対する関心が高まる、そして糸魚川に来てもらう。そ

して、糸魚川でヒスイに触れてもらうといった取り組みを、進めてまいりたいというように考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

答えとしてはそうなんだろうけど、今回、観光と鉄道の組み合わせで聞いてるんですから、やっ

ぱりそこら辺を考えながら、お答えいただきたいなと思います。 

それで、以前から要望している、押上海岸に近い新押上駅をつくれば、今度、ここを拠点にヒス

イめぐりの旅が考えられると思います。それには、交通の便をよくしていくということですから、

そのための駅建設ということもあると思います。 

ただ、ヒスイ海岸というところの利用ということになれば、このターゲットを女性と子供たちと

した場合、長い時間、海岸に滞在して安心できる施設、きれいなトイレとか、絶対に必要になって

まいります。その整備もあわせて進めていただきたいと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

海の魅力アップ推進計画の中では、押上海岸にトイレ等の便益施設をつくるといった位置づけを、

平成３１年から３３年ぐらいの間で整備したいということで、位置づけしております。 

今、ご案内のとおり、こうやって関心が高まってくる中で、そういった対応に計画的に進めてい

きたいと思っていますし、現在、関係機関といろいろな情報交換をする中で、どこが適地で、どう

いう整備方法があるか、現在、協議を進めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

海あり山ありの糸魚川、ジオパーク糸魚川ということで、小滝ヒスイ峡に行くということと、そ

このこれからの観光活用ということで伺いますが、小滝ヒスイ峡は、アメリカのヨセミテ国立公園
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に似ているとも言われ、今後、インバウンドで人気が出る可能性があります。 

そこで、大糸線をどう使うかです。そのことを検討してきましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

現在、北アルプス日本海広域観光連携会議で、去年から、特にインバウンドの対応をした、自転

車活用といった対応に、今、活動を進めているとこであります。 

ご案内のヒスイ峡でありますけども、小滝の駅から平岩駅まで、国道１４８号線もありますけど

も、県道山之坊大峰小滝線がございます。それは、ヒスイ峡へ、またつながる道でもあります。標

高差、大変あるわけですけども、こういった道を活用する中で、海外からのお客さんに情報発信し、

また、それに対する整備も進めてまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

厳しく見れば、大糸線はいつまで走るか、存続するかと。ＪＲ西では、採算のとれない路線はや

めたい。三江線の次は大糸線とうわさされています。今後の見通し、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

大糸線の利用者数がＪＲ西日本の中でも、極めて少ないといったことについては、私らも、十分

承知をしておるつもりでございます。 

ただ、大糸線をいかに生かしていくか、これから大糸線に活躍できる場が、どうやってできるか

といったことについて、市としてもいろいろ検討しておるところであり、例えば、今年度でござい

ましたら、全線開通６０周年記念事業といったことでイベントを行いまして、特に今回、雪月花が

入ることになりましたけれども、そういったことも含めて、いろんな方に認知していただく、しっ

かり利用していただくといったことが、重要なことかなというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

この大糸線を失わないために、観光施設等を結びつけてやっていく、あるいは大糸線そのものの

魅力を使う、また魅力のある列車を走らせるということだと思うんですけども、それ、ここで一ま
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いうのが役所にあるのかどうか、もう１回、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

本当に、特効薬は、今、持ち合わせておりません。 

ただ、いろんな面で仕掛け等を、今、させていただいておる部分がございます。それはまだまだ、

先ほどご指摘いただいたように、伸びしろがまだまだ、本当にスタートしたばかりで、どっちかと

いうと、伸びしろのほうが大きいのかもしれません。 

そういう中で、今、我々といたしましても、この６０周年を機会に雪月花もお願いしてきたわけ

であります。それも、かないました。今まで、本当にできないだろうと思ってたことが、動き始め

た部分がございます。だがそれは、１回こっきりで終わるのだろうか、非常に不安な部分がござい

ます。そういう部分もやはり、これからこの大糸線の利用促進を進めていく中において、今までも

やってきたんですが、なかなかうまくいってはございません。 

それは、なぜかと言いますと、本当に市に、住民の中に浸透しているかというと、まだまだして

いないんではないかなと思っております。上辺だけで捉えている部分がございまして、なかなかや

はりそこら辺が課題かと思っております。 

それをどのようにやっていくか、マイレール意識をどのように持っていくのか。それがやはり、

しっかりしていかないと、事業者にもやはり響いていかないんではないかなと思いますので、その

辺をしっかりやらなくちゃいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

市長、ありがとうございました。 

質問を変えます。糸魚川駅にある鉄道ジオラマの活用について伺います。 

この鉄道ジオラマが、集客と税収額に役立っています。ジオラマ設置以来、どのくらいの来場が

ありますか。また、ここへ鉄道で来る人、ほかの交通手段の人、どのくらいなんでしょうか。分析

してありますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

ジオラマの利用者ということで、実際にお金を払ってジオラマを使われた方の人数でありますけ

ども、開業以来８月末で、１万５,０００人を超える人数になっております。 
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その割合ですが、鉄道と車の利用がほとんどで、割合はそれぞれ同じぐらいといったとこで、鉄

道を使って来られる方半分、車を使って来られる方半分といった数字になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ジオラマに子供たち来てますよっていうだけじゃ、ＤＭＯにならないんですよね。ここからが大

事だと思うんです。 

ジオラマに来るリピーターは、長い時間そこにいて、係の人のお話では、お昼ご飯をどこで食べ

たらいいかと尋ねられるそうです。お昼ご飯を食べて、また午後からジオラマで遊んでいかれる、

そういうニーズがある。でも、そういったお客様向けの駅周辺の情報や案内が、いま一つとのこと

です。おみちょう御膳みたいな立派な印刷チラシじゃなくて、お手軽においしいランチを食べるお

店を案内したチラシ、手書きのものでもコピーでもいいので、これを渡してあげることができれば

喜ばれるのにというお話でありましたが、このこと、ご存じでしたか。ご存じならば、今後、どう

対応していかれますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

今、おっしゃられたお話については、職員から聞いているとこでございます。 

今、ジオラマには、北口、そしてアルプス口、両方のまち歩きマップというものを置いてありま

す。その中には、飲食店、あるいは観光施設等の案内をしているとこでありますけども、より具体

的な情報が欲しいといったニーズもあるというように聞いておりますんで、この辺につきましては、

関係の皆さんと相談、そしてぜひ、議員おっしゃられるようなチラシ等ができないかどうか、働き

かけをしてまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

結局、周辺の方が、ジオラマに来たお客さんのために、どうしたら商売になっていくのかという

ことと、それから観光を案内する側も、どうしたらにぎわいを出していくかっていうところの、そ

のすり合わせの話し合いっていうのが、できてないんじゃないの。それがないから、今みたいな事

態なんじゃないですか。そこ、これから大事ですよ、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 
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お答えします。 

今、ご指摘の分野は、まさにこれからＤＭＯで取り組んでいかなければならないことだと思いま

す。一事業者、一交通事業者、あるいは職員といったことではなくて、いろんな人と情報交換をす

る中で、お客様のニーズを的確につかみ、そして改善をしていくといった取り組みが必要だという

ように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

乗り物に乗る人、駅に来た人が、お昼を食べに駅前を歩けば、それはすなわちにぎわいですよね。

復興計画でも、にぎわいづくりには苦慮しているようですが、こういうことの一つ一つの積み上げ

が、にぎわいになっていくんじゃないですか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

私も、そのように思っております。とりあえず今は、一つ一つの積み上げが、にぎわいをつくり

上げていく大切な時期でもあり、今、それを仕掛けるときでないかというふうに思っています。 

ありがとうございました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

公共交通を利用する一連の時間と空間のデザインが大切。そこに新しいニーズがあると、雪月花

のデザイナー、川西先生から伺いました。そのとおりでありまして、今後の糸魚川の公共交通利用

をふやすために、観光のニーズを考えていくとするならば、乗り物の情報発信、乗りかえ案内、飲

食施設、観光施設との連携、駅など乗りかえ場所へ行くことが目的となるような工夫、乗りかえの

待ち時間を快適に過ごせる工夫、それらによって来訪者をふやし、にぎわいをつくること、これが

必要になってくると。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺交流観光課長。〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

今、おっしゃられました、各観光施設のわかりやすい案内表示、あるいは案内、さらには待ち時

間を利用した取り組みといったものは、非常に大事だと思っておりますし、それを進める上で、や

はりお客様の立場に立って、何が必要なのか、何が不便なのかといったことを捉えることが、非常

に大事だと思っておりますので、今、おっしゃられた視点を大切にしながら、観光誘客に努めてま
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いりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

また、その一方で、日常的な交通の経済もつくっていかなければならないと。市民ニーズを考え、

改革していかないと、公共交通の利用は先細るばかりとなり、存続と維持のための行政負担はふえ

ていきます。現に、公共交通への補助金は、年々増加しており、路線バスとコミュニティバス、乗

り合いタクシー、合わせて１億４,０００万円以上と資料にあります。 

これを、この先どうするのか。地域医療もそうですが、その確保のために、毎年の大きな支出を

続けるには、市民の理解も必要です。この点も、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

建設課におきましては、昨年度、公共交通網形成計画といったものを策定しております。糸魚川

市の公共交通がどうあるべきか、どうしていきたいかといったもの、マスタープラン的なものでご

ざいますが、昨年、作成させていただきました。 

ことしは、実施計画といいますか、地元に入って、今、一生懸命、どういった形で公共交通網を

再編できればいいかといったものをやっておる最中でございますが、人口や、あるいは公共交通の

利用者が激減っていいますか、減少する中、どういったふうにすればいいかといったことを、いろ

いろ考える必要があると、私のほうも思っております。 

それで、市民、あるいは交通事業者、市の協働による公共交通の再編。あるいはモビリティ・マ

ネジメント手法を取り入れた、積極的な啓発活動、主体的な利用促進などの取り組みが絶対的に必

要であると思っております。それには、やっぱり市民の理解が不可欠であるというふうに考えてお

ります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

糸魚川市地域公共交通網形成計画の概要についてもお話いただきました。 

これ、とってもよくできています。とってもいい計画だと思います、実施できればね。ただ、こ

のことを、まだ知ってる人は少ないと思うんですよ。これ、どうやって市民に理解してもらうかな

と思うんです。 

それで、今、お話にありましたが、そのモビリティ・マネジメントについて伺いたいと思います。

聞きなれない用語ですが、市民の公共交通の利用に向けた意識改革が進むというふうに、この中で



－ 279 － 

＋ 

書かれているんですけども、これ、少し解説をしていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

モビリティ・マネジメントといいますと、なかなか皆様には聞きなれない言葉かなというふうに

は思っております。ただ、中身は国土交通省とかもいろいろお話、資料とかでもあるんですけれど

も、過度に自動車に頼る状況から、自動車というのは自家用車といったことでございますが、公共

交通、あるいは徒歩、あるいは自転車、そういった多用な交通手段に適度に賢く利用をする状況へ

と、少しずつ変化を、変えていくといった一連の取り組みというふうに説明されております。これ

は、モビリティ・マネジメントと言ってなくても、今までいろんなところで公共交通を利用しまし

ょうといったことでお話をしてきたことであり、そう言えば皆さんにご理解いただけるのかなとい

うふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

多くの市民の方から、特に新駅をつくる予定の周辺の住民の方から、このことを理解してもらう

必要あると思うんですよね。本当に、意識変えるっていうことは大変ですよ。相当、皆さんも熱入

れてやらないとね。意識が変わっていただけば、また新しい未来の公共交通の姿というものが出て

くるかもしれない。 

ここからが、私の本題なんですけども、ぜひその新駅、押上駅を建設を進めていただきたいと思

うんです。市民意識を変える、それから観光的な要素を強めていく、さまざまな取り組みをして、

このえちごトキめき鉄道、押上駅の建設を進めていただきたいと思うんですが、交通・観光・市

民・住民の意識改革、これをあわせて、今後どういうふうに取り組んでいくのか、前向きなお話を

いただきたいと思います。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

押上の新駅につきましては、今現在、国土交通省とかいろんなところで協議を進めているところ

でございます。 

その中で、やっぱり議員言われるとおり、駅をつくるということは、どんな駅をつくるかという

ことも大事ですけれども、どうやって利用していただくのかといったことが、一番大事なのかなと

いうふうに考えております。どうやって利用していただくから、どういった施設が必要なんだと。

だから、ここにこういった施設をつくればどうでしょうかといったことで、そういった先ほど来の
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お話を、モビリティ・マネジメントといったことを、しっかりと住民の皆さんとお話をしながら、

じゃ、どんな行動をとっていただけるのか。それが、駅にとって、公共交通にとってどういうふう

に有利に進めることができるのか、そういったことをしっかりとお話をしながら進めることによっ

て、議員おっしゃられる前向きな方向に進んでいくのかなというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、続きまして、ロケーションを生かすまちづくり、再生とにぎわいのまちづくりについて、

２回目の質問をいたしたいと思います。 

最初のご答弁でお答えいただきましたが、被災した区域・周辺区域が最も繁栄したときの人口・

なりわいの業種・産業についてということで、もう少し詳細に伺いたいんですけども、この糸魚川

のにぎわいと言ったときに、どこを標準として考えてるのかなと。あの雁木の中が押せ押せのとき

だったのか、いつなのかという。それがないと、やたらにぎわいだとかって言ってても、ちょっと

わからない。どのくらいの人が住んで、どのくらいの売り上げがあってというような、そんなとこ

ろの数値みたいなものを、やっぱりどこかに持って、それに向かって計画をするっていうものじゃ

ないと、ただ計画つくって終わりなんですよ。そこら辺、ちょっと伺いたいです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○商工農林水産課長（池田 隆君） 

議員のご質問につきましては、にぎわいがどういうイメージであるか、また、それがどういう数

値であるかということで承らせていただきたいと思っております。 

市長の答弁につきましては、先ほどありましたように、昭和５０年代、事業所数が一番多かった

ところをご説明をさせていただきました。その後、現在については、相当、事業所数も減ってきて

おりますし、年間商品販売額っていうのも、中心商店街については大幅に減少しておるっていうの

が実態であります。 

したがいまして、かつてのようなにぎわいというのは現実的には難しいんでないかな。商業機能

はもちろん兼ね備えておって、さらに新しい機能を付加した、そんなにぎわいが必要でないかなと

いうふうに考えております。市長のほうも、たしか答弁の中で、人が見える、これがにぎわいでな

いかという答弁もさせていただいたかと思っておりますので、新しい機能も付加したそんなにぎわ

いについて、今後、検討していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 
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糸魚川市では、平成１２年の中心市街地活性化計画というのがありました。これは、どのような

計画でしたか。また、計画はどのくらい実現しましたか。まちづくりは成功しましたか、失敗しま

したか。率直に伺います。率直にお答えください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○商工農林水産課長（池田 隆君） 

中心市街地活性化計画につきましては、ご案内のように、平成１２年３月に策定をしております。

一つが中心市街地の整備・改善と、もう一つが商業の活性化等を一体的に推進する基本的な方向を

示したものであります。 

これについての評価でございますけども、公共的な事業については、ある程度達成したものとい

うふうに考えております。一方、民間が主体の事業につきましては、正直なところ未達成のものも、

現実的にはございます。 

これまで、同様の計画については、反省点としましては、ＰＤＣＡ分析だとか調査が不足してお

ったというふうに考えております。 

じゃ、計画が、当初の計画どおり実現したかということにつきましても、検証を加えた上で、さ

らに今後の復興計画に生かしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

そうですか。そんなにできてないと思いますよ。みいちゃん通りの水路の上にふたしただけじゃ

ないですか。 

この計画と、今回つくっている復興の計画と、どこが違うかって言えば、災害に強いまちづくり

っていう項目が、今回つくっただけ、ついただけなんですよ。あと、何にも変わってない、大した

こと。だから、今回の復興計画はどうなのかなって、私、心配しているんですよ。その点、いかが

ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○商工農林水産課長（池田 隆君） 

今ほど、ご指摘のありました、みいちゃん通りの整備、それからポケットパークの整備、こうい

うものについては実施をされたというふうに考えております。 

ただ、海辺の駅整備事業でありますとか、交流施設の整備、多世代への住宅供給、こういうもの

については、まだ、実現をしておりません。 

したがいまして、この中心市街地活性化計画、これで未達成のものも含めて、今回の復興計画の

中で実現できないか、検討させていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

今回の復興計画は大火に強いということで、いろんな事業案がありますが、防火性能を強化した

建物による町並みと、都市再生機構ＵＲが指揮してつくる集合住宅と、あと残った土地を公園や駐

車場にすることで、果たして糸魚川らしさやにぎわいがつくれるのかと。前例としての平成１２年

の中心市街地活性化計画がうまくいかなかった教訓を生かして、今度は、まちづくりを成功させる

ことができるのか、私はとても心配しています。その点、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私も心配しております。であるからこそ、今、施設のみではいかないですよというのを、今、さ

せていただいております。いろんな要望も、ただ、糸魚川市がつくっておるだけではございません。

中心市街地の本町商店街の皆様方や、また、商工会議所の皆様方と意見交換をしております。 

そういう中で、今、計画を詰めていく状況でございまして、決して施設ありきでは、私は今回は

進めたくないという考えでございます。たとえ、にぎわいの拠点という形になっていても、もしか

したらできなくなる可能性もあるかと思っております。みいちゃん通りにいたしましても、どちら

かというと、何か押し切られて終わったというところも、私は感じております。 

ですから、今回はその辺の教訓を生かさせていただいて、進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

そこで、糸魚川らしさを感じる景観づくりなんですよね。 

今回、小布施町の成功例を引き合いに、糸魚川のまちづくりを考えましょうということで、質問

に盛り込みました。 

この小布施まちづくりの奇跡に書かれている修景という手法や、オープンガーデンによる住民の

まちづくりへの参加、観光客に喜ばれている小布施流まちづくりを参考に、糸魚川流のまちづくり

を考えてみる必要を感じ、質問しておりますけれども、これはごらんになりましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今の質問には、また担当課長が答えますが、私は前段でもお話ししたように、やはりハードあり

きではないと思っております。糸魚川らしいというのはどういうことかというと、やはり私は、糸
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魚川の人たちが、やはりそこで継続して住んでいける、そして自分たちのまちだと思えるようなも

のを、やはりつくっていきたいと思っておりますので、私はその形のみならず、景観だけではなく

て、糸魚川の人たちの、やはり思いの入ったまちにしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

一般質問通告でいただきました、小布施まちづくりの奇跡、私も読ませていただきました。景観

と修景の違いの関係ですとか、小布施もかなり昔から長い時間をかけて、建築家が修景に取り組ん

で、今の小布施のまちづくりをしてきたということも、読ませていただきました。 

にぎわいは、単なるその、物が売れればいいだけではないと、私は思っております。非常にその

１９９７年の消費税が５％になったころから、小売りの環境は非常に厳しくなってきております。

また、高齢化が進んできております。そういう中で、地域の価値をどのように見つけていけばいい

かということは、小売りで物を売ればいいということだけではないと思っていますし、またあるい

は、先ほど新幹線で自転車を持って、糸魚川におりていただくという、そういう若い世代の方々の

情報発信も利用しながら、糸魚川流の価値観をどこに求めていくかということを、これからみんな

で探していく必要があるんだろうなと思ってます。そこには、これからのまちづくりの中には、空

き家ですとか空き店舗、それから移住者、若者、体験をしていただくというふうなことも、これか

らのまちづくりの中には、大変重要なことでないかなと思っています。 

９月の９日に、消防防災フェアを開催していただきました。地域にゆかりのある方が、路上でラ

イブをしていただきました。私は、あの若者を見て、こういう若者の、もう時代なんだなと。我々

が考えていくにぎわいとかまちづくりとは、また一種違う観点で、にぎわいをつくってくださって

いるという、そういうところも、私は、大切にしていく必要があるんだなというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

いいお話でしたね。 

今、その前の答弁の中で、修景と景観の違いっておっしゃったんだけど、それ、町並み保存と修

景の違いじゃないでしょうかね。 

今の答弁にあったとおり、時代は変わってきたと。糸魚川らしさとかそういったものを、にぎわ

いとかっていうことを考えるときに、このやっぱり人と人、それから人とまちの調和ということを

考えていく必要があると思うし、それにはやっぱり大勢の人の参加があって、皆さんの意見がどこ

にどう取り込んでいくのか、また何か補助をやるだけじゃなくて、その後ずっとみんなでやること

は何かというとこだと思うんですよね。その点、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

加賀街道に面した、過去の皆さんがつくり上げてこられた雁木が、今回の大火で燃えてしまいま

した。古き町並みをつくり上げてくださった、そういう修景を、もとに戻そうということとあわせ

て、重点地域の４ヘクタールの景観と不燃化を、みんなで協力しましょうというふうなことでの、

今、ガイドラインの積み上げをさせてもらっておるところであります。 

小布施の例にもありますけども、景観・町並みというのは、１年や２年でできるもんではないと

思っております。ですけども、我々、今この復興まちづくり計画をなし遂げていくには、ある一定

の期間の中で、景観・不燃化を統一していかなきゃならん、そういう時期にあるんだろうと思って

います。 

ある程度、市がつくり上げました景観・不燃化のガイドラインを、皆さんにはお話しし、お示し

しながら、１人でも多くの協力をいただけるように、今、取り組んでいるところであります。その

取り組みが、やはり１０年先、２０年先、もっと言うと５０年先に、町並みが統一されていたんだ

なということにつながっていくんだろうと思っていまして、そこのところを我々は、今、しっかり

と取り組んでいかなきゃならないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

雁木のお話が出ました。雁木は、その統一感を持たせるハードというふうに捉えられがちですけ

ども、私、これ糸魚川のまちの調和をつくっていく大事な要素だと思っておるんですよね。 

この著書の中にもありますけども、今までの近代的なまちづくりはＡかＢかだというような、切

り分けられてると。だけど本来は、ＡでありＢであったんだと、その多様性というものがまちらし

さをつくってたんだとすれば、雁木こそ、このＡでありＢなんですよね。歩道であり、店先なんで

すよね。私有地であり、みんなが歩いてるんですよね。そこに、今までの長い歴史、木造の家づく

り、店づくりっていうものがあるからこそ、これが糸魚川らしさということで、皆さんは雁木でい

いんじゃないかと言ってるように、私、思うんです。だから後は、雁木の奥の住まいとか店とか、

そういったところも、人がどんな生活をしているっていうところを考えながら、にぎわいっていう

のはどんなもんなのかということを、お考えいただきたいと思うんですけど、それが、私、糸魚川

流のまちづくりじゃないかなと思います。 

ただ、この雁木のデザインは非常に大事になってきますんで、これからそれをどう進めるか、こ

の機会に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

雁木の捉え方については、私も田原議員と同じであります。雁木のちょっと奥に入った町並み、

これを今、我々は雁木とあわせながら、景観と不燃化を統一したまちづくりをしようということで、
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取り組んでおります。 

どちらかというと、今まで、糸魚川市においては景観・町並みの統一とか、そういう景観行政的

なものは、そんなに積極的に取り組んできてなかったんじゃないかなというふうには、私は感じて

おるところがあります。 

ですので今回、この大火を踏まえまして、雁木も含めその奥の景観・町並み・不燃化を統一しよ

うという動きについては、これからの糸魚川の中心市街地のまちづくりの第一歩ではないかなとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

私からの提案は、統一ではなくて調和。この調和にこそ、糸魚川らしさが出るということだと思

うんです。人と人、人とまちとの調和、建物の調和ということを考えながら、進めていただきたい

と思います。 

それでは、このＡとＢの話なんですけども、私が３月と６月の議会で提言してきたこと、これも

まさにＡとＢなんですね。道路であり、その上が眺望のいい公園であるとか、あるいは南向きのテ

ラスハウスでありながら、その下に駐車場をとったらいいとかっていう、このやっぱり複合的な活

用っていうものが、糸魚川らしい、これからのまちづくりの一つになっていくんじゃないかなと思

って、今回あえて、また提案をさせていただくんですけども、ごらんいただきたいと思います。 

実は、道路の上に公園があるという実例であります。白山神社ですね。白山神社の近くの白山公

園が、そのようになっております。 

すみません、後ろの方、見えなくて。 

それで、白山公園の中に入りますと、立派な歩道がありまして、その上に上がっていく。上の公

園に上がっていく。この上がったところの丘の下が、道路になっているわけですけども、このよう

に階段で上がっていく。もう一つの手段としては、エレベーターで上がる手段があるんですよね。

ここの前の道から上まで、大体６メーターということです。だから建物でいえば、２層分というこ

とになります。 

その公園の中にありました、屋根つきの駐車場であります。この上に屋根がついていて、下に車

が入るようになっているわけですね。これをちょっと説明したいんですけども、例えば、ここに国

道８号があって、その上が公園だよと。その南側になります、今度は。南側のところに、南に向い

た斜面があって、その下が駐車場で、日当たりのいい南向けに、２層のテラスハウスの集合住宅を

つくってはどうだろうかということです。 

この被災、大火に遭ったエリアですけど、大体この海岸の長さが２００メーターということなん

ですけども、この２００メーター全部っていうわけにはいかないと思いますが、これ全てが、今、

お話ししたような利用をするとなると、５０平米から６０平米くらいの平家の住まいが、庭つきの

住まいが大体６０戸で、駐車場が６０台とれます。 

こういったものを、今回の復興の一つの目玉にしてはどうだろうかということでの再提案なんで

すが、いかがでしょうか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。〔復興推進課長 斉藤 孝君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤 孝君） 

一つのご提案だとして、お聞きをさせていただきました。 

復興計画を、我々つくり上げてくる中におきましても、検討委員会の中からいろんな夢のあるご

提案もいただいてきておりました。その中で我々は、ともかく修復型のまちづくりを選びながら、

被災された皆様が１日も、また事業者の方も１日も早く再建、仕事ができるようにということを、

まず第一に取り組んでまいってきております。 

その中におきましても、今のような用地の確保というのは、非常に難しい部分がございます。た

だ、今、６４％の方々が、生活者・事業者の方も含めてですけども、もとの所に戻りたいというこ

とであります。 

そうなりますと、残りの方々の土地を道路に充てたり、公園に充てたりということを、これから

復興計画の中で掲げた、６つのプロジェクトの中で取り組んでいかなきゃならんわけでありまして、

ご提案のような機能につきましても、将来イメージの中に、海望施設というようなもの、あるいは

市営住宅のようなもの、そういうものも描かせてもらっておるわけであります。それらを、これか

らより具体的に進めていく時期に来ているなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

もう１回、ご理解いただきたいのは、新しいまちづくりですよ。ＡとＢ、あるいはＣじゃなくて、

切り分けられたものじゃなくて、複合しているところににぎわいが出るよってことなんですね。駐

車場と集合住宅と公園じゃないんですよ。それらが一体になっている。しかも、住まいの環境が格

段に上がる、そういったところに高齢者の方に、安心して住んでもらいたいなと。また、そこが魅

力あるもんだと感じれば、当然、糸魚川に越してくる人もいるでしょうね。観光客の人がふえると

思いますよ。そういう提案をしております。ただ、夢を語っているだけではない。極めて現実的な

提言だと、私は考えて、ご提案をしています。木村副市長、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

木村副市長。 〔副市長 木村英雄君登壇〕 

○副市長（木村英雄君） 

ご提案ありがとうございます。 

そうですね、今、課長が申し上げたとおりですね、さまざまなご意見をいただいているところで

すし、我々としても今後、正直なところ、どうやってやろうかっていうのは、今、本当にさまざま

な方々のご意見を聞きながら、考えているところでございます。 

ただ、やはり一つ考えるのは、公園をつくれば人が来るわけではないと。本当に、何をすれば来

るかと。必要なものをつくらないといけないということですね。 
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皆さんご存じのとおり、人口がふえてる時代ではございません。本当に必要なものを、必要なだ

けつくっていくと。こういったところがポイントだと思いますので、海の見える公園をつくれば人

が来るといった発想だと、ちょっと厳しいのかなと。どんな公園をつくれば、本当に人が来るのか

と。あるいはどんな住宅をすれば、高齢者を初め、あるいはちょっと観光客とおっしゃってました

けど、観光客の方が来るのか、こういったところをよく考えながら、この辺が、今、我々も非常に

悩んでいるところでございますけれども、こういったところを考えながら、次の施策に取り組まな

いといけないなと思っているところでございます。 

今後とも、さまざまなご意見をいただければと思います。どうぞよろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

糸魚川のニーズって、やっぱり海の眺めなんですよ、山の眺め。そのことを、まだ理解されてい

ないんじゃないですか。 

糸魚川の方に諮ってみてくださいよ。これと、今の案の公園、どっちが欲しいですかって聞いて

みてください。 

市長、最後に伺うんですけど、この国道８号の上に、私、今、公園の提案をしているんですけど、

８号線の下が、何か侵食されてるとも聞いてるんですよ。そういううわさ、聞いてませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

その辺の話は聞いてございませんが、吸い出しが、もしあったら大変なことでございますので、

その辺はまた、国交省のほうにお話をかけていきたいと思っております。 

ただ、国道８号というのは、非常に今、海岸線、押しなべて塩害工事をしておるわけでございま

して、なかなか非常に今、ご指摘の点については、私は、ハードルは高く感じております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ロケーションのいいまちづくりを進めて、糸魚川の未来をつくってください。よろしくお願いし

ます。 

質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で田原議員の質問が終わりました。 

暫時休憩します。 

再開を３時１０分といたします。 
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（午後２時５４分 休憩） 

 

（午後３時１０分 開議） 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、吉岡静夫議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 〔２０番 吉岡静夫君登壇〕 

○２０番（吉岡静夫君） 

吉岡であります。 

まず、歯を抜きまして、お聞き苦しいところがあるかもしれませんが、お許し願います。 

今回、できるだけ時系列的に進めさせていただきたいと思っております。 

１、議会基本条例、どう行政に位置づけるか。 

二元代表を標榜しての議会基本条例が動き出して１年。一方、市長・議員ともに新しく任期を踏

み出しました。 

このことについて、市長との間で次のようなやりとりがありました。 

吉岡。条例では、議員（議会）と市長（行政）の両者が監視・評価し合い、高め合うことが、主

権者である一人一人の市民にとって、いかに大切かを定めている。 

市長。条例は、議会と市民、議会と市長やその他の執行機関との関係を明らかにし、市民の負託

に真摯に応えるための最高規範。 

これが、去年の１２月１２日の本会議。 

吉岡。米田市長は、２期目に入った平成２１年６月９日、３期目に入った平成２５年６月１０日、

ともに同じフレーズ、議会と行政は車の両輪と言った。 

そして昨年、平成２８年１２月１２日、私はこう言った。９月に動き出した議会基本条例は、二

元代表をうたい上げている。議員・市長が監視し合い、評価し合いながらと。 

これに対し、市長も同旨のことを言っている。 

市長。今まで申し上げているとおり、議会と行政は車の両輪。 

これが、平成２９年の２月２８日本会議。 

市長、約１年を経過しての議会基本条例、どう受けとめ、どう対応しようとされておられるか、

あえてお聞きしました、お聞かせください。 

２、行政そのものの軸足を変えていこう。 

いっとき、勝ち行くという言葉が目につきました。それも、行政サイドから。頑張ろう、負ける

な、元気でのかけ声かけも。 

人間、誰しも頑張りたい、負けたくない、元気でいたい。でも、そうはいかないのがしゃば。と

いうことで私、しつこいくらいに言い続けています。弱かろうが、負けようが、金がなかろうが、
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数がなかろうが、勢いがなかろうが、頑張れなくても、堂々とこの町に住んでいける、そんなまち

づくりこそが一番。行政そのものの軸足をそこへ置こう、変えていこうと。 

ということで、吉岡。市政、勝ちさえ、強くさえ、金さえ、力さえ、数さえに傾き過ぎ。一例と

して市の広報、いいことずくめが多過ぎる。もちろん、誰だって強くなりたい、負けたくない、金

も、力もあったほうがいい。でも、一人一人の私たちは、そうはいかない。４万５,０００人市民、

みんながみんな強いわけではない。 

市政。強くさえ、勝ちさえ、金さえ、力さえ、数さえ、勢いさえから、弱かろうが、負けようが、

金がなかろうが、勢いがなかろうが、この地に住んでいれば大事にされる、堂々と生きていける、

生きがいを求めることができる。そんなまちづくりへ、市政の軸足を持っていこう。 

市長。市民の誰もが、住みなれた地域でいつまでも健康で、生きがいを持って暮らせるように努

めて。 

これが、平成２８年の３月１日。 

また、吉岡。４万５,０００人市民、誰だって弱くなりたくてなるんじゃない、年をとりたくて

とるんじゃない。でも、誰だって弱くなる、年をとる。であればこそ、行政の進め方、行け行けか

ら弱さへと、足元からの見直しを。 

市長。市民の誰もが、住みなれた地域でいつまでも健康で、生きがいを持った生活を持続。 

これが平成２８年の６月２１日。 

吉岡。議会基本条例が唱える、地域住民の実情にあった行政運営を、は、まさに強・大・多から

弱・小・少へということにしなければ。 

市長。市民の誰もが、住みなれた地域でいつまでも健康で生きがいを持ち、充実した生活を。 

これが平成２８年１２月１２日。 

吉岡。住みなれた地域でいつまでも健康で、生きがいを持ち、充実した生活をが、毎回の市長答

弁。だからこそ私、強・大・多、みんなで渡ればの軸足を、弱・小・少、一人一人をこそへ、切り

かえていこうと主張・提唱し続けている。 

市長。市民の誰もが、住みなれた地域で、いつまでも健康で生きがいを持ち、充実した生活を送

ることができる。 

平成２９年２月２８日。 

吉岡。頑張ろう・負けるな・元気でと言われても、頑張りたいけど・負けたくないけど・元気で

いたいけどで、悶々としている人、せざるを得ない人もいるのが世の常。誰だってそういう立場に

ならないという保証はない。だったら、だからこそ、行政の根っこ・足元を、軸足を変えよう。 

市長。市民の誰もが、住みなれた地域で、いつまでも健康で生きがいを持ち、充実した生活を。 

平成２９年の６月２０日。 

市長、私の考え・主張・提唱について、お考えをお聞かせください。 

３、市の広報・広聴のあり方を見直そう。 

いいことずくめ・お知らせ型の市の広報・広聴を見直し、変えていこうと言い続けてきました。

まずはそこからが基本の基。 

ということで、吉岡。行政執行に当たって、問題点も、弱点・欠点も。それらを市民に。それこ

そが、市民一人一人に寄り添った市政。 
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一方、市民と行政（民とお上）間では各種情報の質・量の違いや差は大き過ぎるほど大きい。そ

こに目を向けていかなければならない。 

市長。行政情報をわかりやすく提供、市民がまちづくりに携わって。 

これは、平成２９年６月２０日。 

市長、私の考え・主張・提唱について、お考えをお聞かせください。 

４、国の動きと市政。 

国・政府主導の地方創生、一億総活躍のかけ声かけ、一方では乗りおくれてはならじの全国自治

体間の動き。そして今、生涯現役社会の声かけが。 

もちろん、創生・活躍・現役は悪いことではありません。しかし、立派な言葉が乱発され過ぎだ

との声も。 

ということで、吉岡。今、流れは、少なくとも、官・お上の世界では、一億や地方のかけ声かけ

が。足元では、単身老人激増・下流老人・子供の貧困・非正規労働者の貧困・零細企業の廃業、さ

らには地方消滅さえも。こういった根っこの問題をこそ。 

市長。当市の総合戦略では、子供からお年寄りまで、みんなが健康で暮らしやすい。 

これが平成２８年の３月１日。 

紛々、区区っていう言葉ありますけれども、紛々たる世であればこそ、あえて市長にお伺いさせ

ていただきました。よろしくお願いします。 

５、駅北大火。 

駅北大火、発生が昨年１２月２２日、行政サイドでの取り組み、ご苦労様です。 

ということで、吉岡。頑張りたくても、負けたくなくても、元気でいたくても、物言いたくても、

そうならない人、できない人も。そういった声・提言を大切に・丹念に。 

それと、大火の陰で、これまでの課題・問題をかすめさせないように。さらに、国ぐるみ対応は

当然大切。が、それらからこぼれる弱者を大切に。 

市長。被災者に寄り添いながら復興まちづくりに。 

これが平成２９年６月２０日。 

市長、私の考え・主張・提唱について、お考えをお聞かせください。 

６、行政課題、その後の動き。 

これまで事あるごとにただし、訴え続けてきた事項のうち、以下６項についてその後の経緯・対

応をお伺いします。 

(1) 権現荘問題。 

(2) いじめ問題。 

(3) 桂の工場用地問題。 

(4) 姫川病院問題。 

(5) 高齢者対応問題。 

(6) 空き家対応問題。 

以上です。失礼しました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



－ 291 － 

＋ 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

吉岡議員のご質問にお答えいたします。 

１番目につきましては、昨年１２月議会でもお答えしたとおり、議会と市民・議会と市長・その

他の執行機関との関係を明らかにし、市民の負託を真摯に応えるために、議会の最高規範として制

定されたものと理解しております。 

２番目につきましては、これまでもお答えいたしておるように、市民の誰もが、住みなれた地域

で、いつまでも健康で生きがいを持ち、充実した生活を送ることができるよう、行政運営を進めて

まいります。 

３番目につきましては、６月議会でもお答えしたとおり、正確な行政情報を、わかりやすく提供

することによりまして、市民がまちづくりに携わっていただけるよう、紙面づくりに努めてまいり

ます。 

４番目につきましては、国の動向を注視するとともに、糸魚川らしさ、糸魚川の魅力を最大限に

生かし、３０年先も持続可能なまちづくりを進めてまいります。 

５番目につきましては、これまで月１回の被災者説明会や、ブロックごとの意見交換会、個別の

意向調査により、復旧・復興計画を取りまとめてきましたが、引き続き、被災者に寄り添って進め

てまいります。 

６番目の１点目につきましては、８月９日の総務文教常任委員会でご報告をさせていただいたと

おり、元支配人から、ご迷惑をおかけしたことに対する一定のけじめをつけたいとの申し出があり、

双方の弁護士に相談し、協議を進めているところであります。 

２点目につきましては、いじめ問題専門委員会の提言を受け、対応策について取り組みを進めて

おります。 

３点目につきましては、これまでもお答えしたとおり、昨年１２月に未買収の土地を取得してお

り、一団の土地として活用を考えてまいります。 

４点目につきましては、これまでお答えしてきているとおり、新たな状況変化があれば、対応を

考えてまいります。 

５点目につきましては、高齢者が住みなれた地域で、自分らしい暮らしを続けることができるよ

う、関係機関と連携をとりながら進めてまいります。 

６点目につきましては、空家等対策計画に基づき、適正管理や利活用、特定空家等の解消を促進

してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては所管の部・課長からの答弁

もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

順が不同になるかもしれませんけれども、お許しください。 

６番目のいわゆる行政課題、その後の動きというところから、入らせていただこうと思っており
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ます。 

この６番目の１番目の権現荘問題っていうのは、これは６月の私、定例でも一般質問でも取り上

げました。先ほどのような、読み上げ調で時系列的に言いますと、こういうことを言っております。 

併合という名の日帰り施設廃止。３セク指定管理者制度という、普通の市民にとっても物言いに

くい状況下での行政対応。大きな課題を残したままの元支配人対応。 

なのに、もう動き出しているんだから、もういいじゃないかとか。細かいことを小難しいことを

と、で済ませてよい問題ではない。なおかつ、市の監査委員からの問題、あるいは課題の指摘もあ

った。 

市長はこれに対してこの６月の議会では、市が直面する課題の解決に向けてしっかり対応と、こ

ういうことを言っておられます。 

その後、どういうふうに対応してきたのか。この時系列の流れで、私もその一員ですから、わか

っているところはわかっているんですけれども、どうもそこの辺が、対応がどういうふうになって

きているのか、改めてお聞かせいただきたいんですが。 

〔「議長、反問」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

反問いたします。 

その、ちょっと主体は何なのか。温泉センターと、我々は受けとめたんですが、それでよろしい

んでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

今、市長が言われたように温泉センターじゃなくて、権現荘の一連のこの動きですよね。そのこ

とを、私は申し上げています。センターっていうと、日帰りのあのことを言ってるのかなと、俺、

思ったんだけど、そうじゃなくて権現荘のまさにそのもの。前段でも、俺、これ言ったけれども、

そういうことをお聞きしたいということです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

その一連のというのは、何を捉えて一連のと。問題と言っておりますが、何の問題で一連という

形でとればいいのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 
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例えば、今、ほんの今ちょっと前に、古川議員も取り上げました。あるいは具体的に一部で言い

ますと、コンサルタント資格の有無については、答弁では、これはあなたじゃないけれども、部局

のほうで、どうもあるなしがわからないとか、こういうことを今の時点でまだ出てくる、そういう

問題。あるいは研修、自主研修と称して、これは何ていうのか知らんけれども、称してのこの旅行

の実態というものが、極めてわかりにくい。 

そういう中で、支配人という者は、一体どういう立ち位置でおったのか。それに対して市長、あ

るいは担当部局というか、そういうところでどういうふうに、それと対応してきた。いわゆるかた

い話が行政責任というか、行政のあるべき姿っていうものを、私は問いかけておるつもりなんです。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

今、具体的にありましたんで、反問を解いて答弁をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほどの、古川議員のご質問のところで、コンサルタントの方が泊まったというところのご質問

がございました。コンサルタントの資格があるかという確認のところについて、元支配人がコンサ

ルタントの資格があったかどうかは、その場面ではすぐにはわからないということに、お答えいた

しました。 

元支配人を権現荘に採用いたしました平成２１年の状況については、先般の保坂議員の一般質問

のときにもお答えいたしておりますけれども、平成１９・２０年のときに、権現荘の経営環境を取

り巻く状況、リーマンショックであったり、中越沖地震が発生したりというような状況で、大変厳

しい状況の中で、民間的手法を取り入れるということで、民間の支配人を採用するという形で、平

成２１年から権現荘の支配人に就任し、取り組みをいただいております。 

その間で、議会のほうからいろいろとご指摘のあった点につきましては、私どものほうでも内部

調査をしながら、改めるべきところは改め、運営に当たってきたとこであります。その後の状況で、

現在を迎えているということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

金子部長、各場面でそういう発言なさっておられるんだけども、極めてわかりにくいんですよね。

固有名詞出しちゃ悪いけど、保坂議員のときにも、何、やりとりやってんのか、本当にわかりにく

い、はっきり言わせてもらえば。それから、今の古川議員のときもそうでした。 

私は端的に聞いているんだけど、言葉は悪いかしらんけど、端的に聞くんだけれども、いわゆる

二元代表の、私いつもこのごろ、しつこいぐらい取り上げてるけれども、市長も言ってるけれども、

一方は市長、あるいは役所。一方が議員、あるいは議会。そういう対峙してやってるときに、今、

私は古川議員とあなた方とのやりとり聞いてて、コンサルタントの資格を持ってるのか持ってない
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のかもわからないなんて、今ごろになって言うっていうのはどうなんだと、そういうふうに、私、

思いました。そういうようなところぐらいは、採用するときにわかってるはずだ。また、わからん

じゃだめなんだ。そういうのを称して、はっきり言えば行政責任の一つとも言えるんじゃないです

か。どうですか。これは市長でも部長でもいいや。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

平成２１年当時の採用のときには、コンサルタントの資格を持っているから採用という、持って

いないから採用しないという条件ではございませんでした。民間的な経営手法を取り入れるという

ことで、当時、公募をいたしまして２名の方の応募があり、そのうち書類選考、そして面接という

中で、元支配人が権現荘支配人ということで採用になって、運営に当たったということであります。

決して、コンサルタントの資格があるなしで、決めたわけではございませんので、そのようにご理

解をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

私も記憶が余りいいほうじゃないんで、正確なことは言えないんですけれども、でもこのコンサ

ルタントとかっていう言葉は、委員会なり議会なりでちょこちょこ出てきた言葉なんじゃないです

か。そういうときに、いろんな疑問を持ってる人もおれば、うのみにして、ああコンサルタント、

ああそうかっていう人もいるかもしれないけど、そういうものが出てきてるときに、採用のときに

はそういうものはなかったけれども、今もわからんっていうのはどうなんだ。そこを聞いてるんで

すよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

経歴の中で、コンサルタント会社に勤めておられたということの中に、コンサルタントというの

が出てくることがありますが、資格があるなしのいうものは、我々も承知しておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

市長の今、発言も、総務部長の発言も同旨のことを言ってるんです。その限りではわかる。 

しかし、私が言ってるのは、今の時点になってもそういう問題、今、言ったばっかりだけど、そ

ういうことでいろんな見方、疑問とかいろんなもんで、少なくとも議会側からもそういう声は、幾



－ 295 － 

＋ 

つか出ているはずですよ。記録はあるかないか、私はとってないけれども。なのに、今、この時点

で、きょう９月１２日の時点になっても、市長の言うのもわかる、それから部長の言うのもわかる

けれども、いまだにまだそれを言われて、いやちょっと、さっきの正確な速記はとってないけれど

も、わからんというのでいいのかなということを、私は申し上げたんです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

元支配人の経歴の中に、コンサルタント会社に勤めていたという経歴がございますので、そうい

う状況をお話しした経緯があろうかというふうに思っております。それが、資格っていうふうにと

られるのは、コンサルタント会社に勤めていたということで、コンサルタントの資格ということで

はないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足をさせていただきますが、今、捉えておる問題を、その中でコンサルタントの資格があった

のかなかったのかという、今の問題の中でやっておるわけでございまして、今現在どうのこうのと

いうことであるなら、すぐ調べますが、それが今のこの、どの問題につながっているのかというこ

とではないだろうと思っております。 

ですから、我々は以前の問題の中で、そういう形で採用させていただいて、そのときにはあずか

り知らなかった部分であるわけでございますので、その辺をお答えさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

さっきから言ってるけれども、市長が言わんとする、あるいは部長が言わんとすることも、決し

て頭から何だおいって、言ってるつもりはないんですよ。ただ、さっき、古川議員とのやりとりの

中で、そういう話になると、これ大体、私ばっかりじゃないと思うんですけど、そういうその資格

っていう、その国家資格あるのかないのか、私自身もわからないんです、そんなことは。だから、

だけどそのことについて、前々から言われているから、言われていることに対して、何でしっかり

調べないのっていう、そういう意味なんですよ。極めて素人っていうか、まっちょくな言い方して

おるつもりなんですよ。それで私は、採用するときそうだとしても、いまだにそれ調べてないって

いうのもおかしいんじゃないっていう、そんな気持ちで、今、聞いてるだけなんですよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 
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単純に、コンサルタント資格っていう、そういう資格はないというふうに理解いたしております。

単純にコンサルタントの、例えば旅行業であれば、旅行業取扱士というような形での資格というの

はありますけれども、単純にただのコンサルタントという資格はないというふうに、私は受けとめ

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

そんなに、私は深追いするつもりはありません。ただ、それだったら、さっきの古川議員のとき

に、もっとはっきりそういう言い方すりゃいい。資格なんてないんだと、そういう言い方したって

いいんだよ。俺は聞いてて、何だそのことわからないのかっていう、そういう気持ちで聞いてるだ

けです。 

いま一つ、これは６月の時点で、同じというか、私が一般質問やったときのあれをちょこっと今、

会議録から写してきたんですけれども、私が、併合という名の日帰り施設廃止、３セク指定管理者

制度という、普通の市民にとって物言いにくい、あるいはわかりにくい状況下での行政対応。大き

な課題を残したままの支配人対応。なのに、もう動き出しているんだから、もういいじゃないか、

細かいこと。こういうことを、私がたしか６月２０日に言っておるんだけれども、それで済ませて、

済ませてという非常に月並みな言い方するけど、それでいいんだろうかなと、私、今回ほかの議員

の方々の、あるいは市長初め、皆さんとのやりとりを聞いていて、もうコンサルタント１つ見ても、

私、コンサルタント資格あるかどうか、そんなものあるのかどうかも知らない。だけど、やりとり

の中で、少なくともあなた方の答弁の中でも、さっきの古川議員との答弁、やりとりの中では、ど

うもわからんような言い方したじゃないですか。今、俺に対しては、コンサルタントっていう資格

はないような、そういうものはもともとないんだというような言い方に、私は受けとめた。さっき

は、そういう資格があるかないかもわからんけれども、どうなんだろうって、そういうふうに、私、

金子総務部長、そういうふうに受けとめたんですよ。どうですか。 

〔「議長、反問」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お聞かせをいただきたいんですが、そのコンサルタントのことについてご質問なんでしょうか。

その前段に、なぜ指定管理者にしたのか、そこら辺の経過をご質問なのでしょうか。ちょっと質問

の意図が理解できませんので、反問させていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

私、そういう事務処理的には聞いてるつもりないんですよね。聞いてもらえればわかると思うん

だけども、さっきの質疑応答を聞いていると、コンサルがあるかのごとき話の中で、話が進められ
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てるような気がするんですよ。ところが今、そこの辺が明確じゃないというようなご答弁に、俺は

聞こえた。だもんだから、そういうんなら資格があるとかないとかって話、そこまで古川議員が追

い詰めたかどうか知りませんよ。だけど、そういうところに対して何か、今ごろそんなコンサルが

どうのこうのって、古川議員も資格あるからって言って、はっきり明言しているわけじゃないはず

だ。そこを、私、言ってるんですよ。それで反問って言われても、俺は、何て言っていいかな、単

なる事務処理で、あなたはいわゆる市の事務処理をやるけれども、私は市民感覚で言ってるつもり

なんで、その辺を受けとめていただきたいなと思う。反問に対する答えとしては、わかりにくいか

なと思いますけど。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

反問を解いて、答弁をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

先ほど、古川議員のときにコンサルタントの資格というようなことで言われたので、その時点で

は、私どもの手元での確認をとれませんでしたので、そういう資格があるかどうかも含めて、その

時点ではわからないというような形で答弁申し上げました。 

今、吉岡議員には、単純にコンサルタントという資格は、その後確認をすると、単純にコンサル

タントという資格はありませんよということでの状況を、お話をさせていただきましたので、ちょ

っとその場面の違いでお答えをさせていただきましたので、そのようにご理解をいただきたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

次に、この権現荘なんですけれども、実は、これにはいろいろと、これまでの流れがいっぱいあ

りました。例えば監査委員のこれを取り上げたときの報告ありますよね。これ、私、あれしてみる

と、報告書の最後では、こう述べているはずなんですよね。 

文書がほとんどなかったため、大体対応ですね、不正の有無を判断することができなかった、大

変遺憾。あるいはほかにも不適切・不正の疑い・破棄・廃棄・癒着の言葉も多く使われております。 

こういうふうにまで、いわゆる公に言われておる。ある意味、聞きようによっちゃ、切々と、あ

るいは悶々とした監査報告だと、私は思っております。これだけ、公の立場からも、うんというよ

うなことを言ってるもんだから、あえて私は、この権現荘の問題を改めて取り上げました。 

私のところへ、これは大火の前なんですけども、手紙が来たのはこういう言い方をしてる方もい

ますね。まさに唖然の一言。権現荘騒動はひど過ぎると。それにしても、こんなにひどいものとは

予想もしていなかった。新聞なんか、あのころは新聞が結構、取り上げてたころですけれども、大

火の前。出てくるわ出てくるわ、おかしな問題が。確かに関係していた方々、特に支配人という人

に問題があったことだけは、確かなのでしょう。もっと深く、洗い直していかなければなりません。
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それにしても、ここまでやりたい放題、野方図。こういうことを言って、責任は一体どうなってい

るのでしょう。これは、市民サイドからの言葉ですから、あれですけれども、権現荘は公のもので

す。金は市民みんなで負担しているのです。企業などが、私的な金で動かしているのならともかく、

今回の権現荘にかかわる問題は、公のことだ。そういうことを考えて、そこに最後は行政に関係し

ている方、人たち、考えてください。と、こういう言葉もありました。さらには、これはもう当然、

今、申し上げた監査委員の報告は、まさにこれはもう公のところから出ている。こういうことが続

いてきておるはずです。 

そこで、今のような状態。相当、二元の代表である議会側からは、それは多数決で決めてやった

わけじゃないけれども、でも少なくとも柵口温泉の権現荘問題に対する、これは意見書、今、私が

私の口で述べているから、市長も、それから総務部長もわかる、大体うなずかれるはずだけれども、

そういうことで、いわゆる意見書まで出してやったわけですよね。そして言ってみれば、異議なし

という形で通ってるんだ。なのに、今ごろまだっていう気持ちがあります。そこをどうしても、私

は、市民サイドから考えると、もうちょっとやっぱり、市民サイドの立場になって考えて、おかし

いものはおかしいと、一緒になって言い合えれば、市長、あるいは部長を初め関係者、いいと私は

思っているんですけどね。いかがですか、市長。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

だからこそ今、我々もいろんな調査をさせていただいてまいりました。そして、それに対して報

告もしてまいりました。そして、この庁内の監査等もさせていただく中で出てくるものに対して、

やはりいろんな違った報告の部分がございます。やはり、どちらにおいても、真実を言っている部

分もあるのだろうと思いますし、また、どちらもやはり、少し強く言い過ぎている部分もあるのか

もしれません。その辺をやはり、確たるものが、証拠になるものはない中で、我々は判断しなくち

ゃいけないというところが、やはり一番、この苦労しておるところでございまして、その辺をこれ

からどうすればいいのかというとこで、今、進めさせていただいておるわけであります。それに対

して、警察にお願いしたり、弁護士に相談したり、今、進めておる状況でございますので、私はそ

のようなことで、決していろんな見方・考え方、そして経験、また報告になっておるんだろうと思

いますので、その辺をしっかりとした中で判断をさせていただきたいために、調査をさせていただ

いております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

ある意味、非常に丁重なお考えを述べておられるんですけれども、市長、それにしても、これま

でのこの問題に対しては、議会相対の中で、それは甲論乙駁あっていいと思うんですけども、いろ

いろ問題が出てきたことは、これは間違いない。ここ３日ばかの一般質問の中でも、いろんな形で
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この問題取り上げてる。まさに行政部局と議会との間に、温度差があり過ぎるとかそういうことま

で、私は言いませんけれども、市長の今、丁重な答弁って言えばいいのか、考えを聞いていると、

だからといって、おい、こうしろああしろってことは、私は言えない。でもそういう法的な何かあ

れば、またそういう道もあるでしょう、これから。 

だけど、そういうふうにさえ考えたくなるくらいに、この問題っていうのは、大きな問題いっぱ

いはらんでますよ。何も、さっきの研修旅行がどうのこうのとか、ワインがどうの、焼酎がどうの

ってそういう問題だけじゃなくて、その辺について、やっぱり考えていただきたいなというのが、

私、本当にそう思います。誰を悪者にするとかそういうつもりじゃなくて、これ、行政を進めてい

く上で非常に大きな、何て言うのかな、そのわかりやすい形で示してくれている問題のような気が

したもんですから。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

決して我々は、今、その内容がわからないから責任逃れをしようと言っておるわけではございま

せん。確かに我々の不手際もあったということを、以前にも申し上げ、おわびもさせていただいて

おります。そういう中で真実を、やはり知ることも大事という形の中で、今、進めさせていただい

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

今、不手際があったと。それは、前にも形の上でも出てます。それも承知です。それが、あれで

いいのかどうかっていうのは、話、別ですけれども、それはわかります。 

しかし、しつこいようだけれども、これだけ問題になってる。ただ、さっきも言ったように、そ

の、もう金かけてあれだけやったんだからいいじゃないって。いつまでも、ぐちゅぐちゅぐちゅぐ

ちゅ言っておったって、経済の活性化に役立つわけでもなし、地域振興に役立つかどうかもわから

んようなものをと、そういう声がないではないと、私は思います。それもまた、一つの見方でしょ

う。 

だけど、私は、行政を進めていく上では、やはりそういうものを大事にするってことが一番、釈

迦に説法かどうかわからんけれども、今、市長はちょっと、首かしげたけども、そういう意味で、

私はあえて憎まれ口をたたいておるんで、そこの辺を、ひとつ十分考えてやっていただきたい、対

応していただきたい。今、議会でも、それは数が多いとか少ないとかっていう問題じゃなくて、い

ろんな考え方、出てるんだ。だったらそれを、まともに受けとめて、一緒になってやるまいかと、

それも、俺はいいと思いますよ。どう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

これまでも、お話を申し上げてきておりますけれども、議会での決議、あるいは監査委員による

監査の結果、その中でもご指摘をいただいております監査の結果においては、財務規則上不適切で

あった、あるいは文書管理上も不適切であったというようなご指摘を受けております。 

このような点について、真摯に受けとめて、改めるべきところは改め、権現荘の設置目的であり

ます地域振興に向けて、これらご指摘をいただいたところをしっかりと受けとめて、目的達成のた

めに取り組んでいきたいということで、改善すべきところは改善して、取り組んでいるところでご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

 

 

市長、どうお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私も、今までもずっと同じお答えをさせていただいております。これでちょんにしようという話

は、一切したことはございません。今、調べておる最中だということによって、さらに真実を明確

にしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

あるところでは、共通するところもあるのかなと思いました。ともにやっていこまいかっていう

ようなご発言だから、そういう意味では、これからがある意味では、いろんな問題が出てくる、ま

た出し合っていかなきゃならん問題だと、私は思います、いろんな意味で。行政執行っていうのは、

二元代表という言葉にこだわるつもりはないけれども、そういうことで、お互いにこれからを期待

し合いましょう。 

ちょっと、先あれしますけれども、これは今、ひとまずここへ置いておいて、いじめの問題です

けれども、これはあれですか、これ前に６月のときに、私、言った言葉なんだけども、義務教育課

程の中学生、中学校のスポーツ課程のあり方、行政対応が大きく問われ、公の第三者委員会が厳し

く指摘・提言をしておる。なのに、経緯、あるいは全体像すら明らかにされない。これいじめの問
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題ですね、例の。それらの中身をつまびらかにし、是正の道を二元代表の一方である議会に、ある

いは主人公である市民に明らかにすることこそが、市長や行政の行うべき責務と、こういうふうに

言ったところ、市長は提言の対応策について、教育委員会で協議、方針を作成しと、こういうこと

を言っておられるんですが、その辺の具体的な動きって言っても困るかもしらんけれども、何かあ

りましょうか。これ、教育委員会になるのか、市長になるのか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

いじめ問題専門委員会の調査報告、また提言を受けておりますので、またこの間、多くの方から

の指摘とか提案とかがございます。そういうものを真摯に受けとめて、いじめの未然防止、また早

期発見・早期対応について努めているところであります。これからも、児童・生徒の状態を、考え

を第一に考えまして、見守り体制を、かかわる学校、それからクラブ、教育委員会が足並みをそろ

えて、取り組んでいるところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

非常に丁寧なというか、ご答弁でありましたけれども、それならばちょっと、時をひっくり返し

て、糸魚川市いじめ問題専門、これはもう一番盛んなとき、あのときですよね。そのときに出され

た、これは委員長、馬場って書いてありますけれども、このときのこれ、覚えてられると思うけど

も、黒塗りの文書で、新聞でも盛んに書き立てた。ね、教育長、これね。まさに、こういうやつだ。

それを、委員会あたりで指摘されたりした上で、出したのがもう１つのこのきれいな文書です。 

今の答弁は非常に丁寧なんだけれども、なぜあのときこういうものを、平気といっちゃ悪いけど、

出したんですか。これ、ちょっとひっくり返して悪いけれども。もっと、あのとききちっとして、

対応するべきでなかったんですか。そういう姿勢が、やはり私は問われる面だと思うんですよ。 

ちょっと古い話を持ち出しまして、これは１７年の２月２１日の文書ですけどね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

３月の総務文教常任委員会のときには、今ほど、吉岡議員が示された状態で公開をさせていただ

きました。その後、同じ３月でございますが、予算審査委員会のときに、個人情報に関する部分を

除きまして、調査報告書の公開ということで、再度提出をさせてもらい、また説明をさせていただ

いたところでございます。 
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以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 

○２０番（吉岡静夫君） 

非常に教育長も答弁しにくいと思います。しかも、振り返っての話ですから。 

ただし、さっきの権現荘と同じで、取り組みの対応姿勢として、役所っていうところは、こうい

うものを出して、あのとき出たんだから、公の席へ。俺も、これ見てびっくりしましたよ。そして

今、あなたの答弁、しかもあのときも複数回、何かやりとりあったと思う。こういうもん出したと

きに何だこれはって言って。そのときも同じような答弁があったんだけれども、今、改めて蒸し返

すの悪いんだけれども、やっぱりこういう、読んでみりゃ、黒塗りとって読んでみたって、個人情

報が侵されるような問題じゃなかった。もう１つ、持ってますけどね、もちろん。それを、その個

人情報だの何だのと言ってやるところが、悪い意味でのお役所サイドで、うまくいけばそのままや

っちゃえっていうような感じにさえ受けとめられかねないんですよ。そういうことを言ってるんで、

いじめっていうのは、今回６月の議事録、私、もう１回読ませてもらったけれども、いわゆる問題

は、この義務教育課程の中学生、中学校、スポーツ活動のあり方が、あるいは行政対応のあり方が、

問われてるんですよね。それをこれが、相当、遠慮しながら言ってるんです、これは。 

今からでも遅くはないんだ。そういう体制、姿勢を、市長もおられるけれども、やっぱりとって

いかないと、このいじめっていうのは、子供たち一人一人、弱い子供たちになるほど、数が少なき

ゃ、あれいじめってのは、大勢でばっとやるからね。それが一番、楽なんです。そういうところへ

まで気を向けて、やらなければ、釈迦に説法かどうかわからんけれども、私、そういうことを考え

ておるんで。いじめ、さあ、これからどうしますか。これ市長でいいのか、教育長がいいのか。市

長。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

あらゆる義務教育の中において推進する上で、いじめがあってはなりません。 

今ほど、ご指摘のスポーツ活動のあり方を問われてございますが、競技力の向上、また青少年の

健全育成、そういうものを進めるわけでございますが、このためには、先生方も家庭も、また地域

も一緒になって対応していかなきゃいけない、見守りをしていかなきゃいけないと思っております。 

その中において、いじめということがあってはいけませんので、ないような対策も組織体制も、

また連絡体制、そういうものをしっかりしながら、取り組んでまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 
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○２０番（吉岡静夫君） 

いつもの口癖で、私は軸足とか足元とか根っことかって言っております。今回は、そこに絞った

つもりであります。 

これから、特にいじめ、あるいは権現荘は、何もあのことだけじゃない。行政全体についてを言

いたかった。市長もわかってもらいたい。行政部局の皆さんもわかってもらいたい。それだけ言わ

せてもらいます。終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、吉岡議員の質問が終わりました。 

これをもちまして一般質問を終結いたします。 

以上で、本日の全日程が終了いたしました。 

本日はこれにて散会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時０２分 散会〉 
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